
　市では「神奈川県津波浸水想定図」な
どにより、本市において想定される津波の
高さと、それに伴う浸水想定区域を確認し
た上で、避難指示を発令する地域や警報

などの種類・タイミングを再
検討し、令和７年度に避難指
示の発令基準を見直しました。

　Jアラート、防災行政無
線、緊急速報エリアメール、
おだわら防災ナビ、防災メー
ル、市ホームページ　他

津波に備えましょう

避難指示の伝達方法

大
雨
な
ど
に
よ
っ
て
災
害
が
発

生
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
き
に

は
、
防
災
気
象
情
報
が
発
表
さ

れ
ま
す
。

国
土
交
通
省
水
管
理
・
国
土
保

全
局
と
気
象
庁
は
、
５
月
29
日

か
ら
新
た
な
防
災
気
象
情
報
の

運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
、
避

難
の
目
安
な
ど
を
確
認
し
、
適

切
な
行
動
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

新
し
い
防
災
気
象
情
報

防
災
気
象
情
報
が
ス
タ
ー
ト

避
難
の
目
安
、数
字
で
パ
ッ
と

Ｉ
Ｄ
Ｐ
４
１
５
６
３

問 

防
災
対
策
課 

☎（
３
３
）１
８
５
５

河川氾濫
大河川の氾濫

※本市の対象は酒匂川のみ

大雨
低地の浸水や

酒匂川以外の河川の氾濫

土砂災害
急傾斜地のがけ崩れや

土石流

高潮
海水面の上昇や

波の打ち上げによる浸水

警戒レベル

５
相 当

レベル5
氾濫特別警報

レベル5
大雨特別警報

レベル5
土砂災害特別警報

レベル5
高潮特別警報

〈〈〈 警戒レベル4までに危険な場所から必ず避難！〉〉〉
警戒レベル

4
相 当

レベル4
氾濫危険警報

レベル4
大雨危険警報

レベル4
土砂災害危険警報

レベル4
高潮危険警報

警戒レベル

3
相 当

レベル3
氾濫警報

レベル3
大雨警報

レベル3
土砂災害警報

レベル3
高潮警報

警戒レベル

2
レベル2

氾濫注意報
レベル2

大雨注意報
レベル2

土砂災害注意報
レベル2

高潮注意報

警戒レベル

1
早期注意情報

緊急安全確保（命の危険　直ちに安全確保！）

避難指示（危険な場所から全員避難）

高齢者等避難（避難に時間を要する人は早めに避難、避難の準備など）

避難行動を確認（避難場所や避難ルート、避難のタイミングなど）

災害への心構えを高める

新
た
な
防
災
気
象
情
報

　
新
た
な
防
災
気
象
情
報
は
、
災
害

を「
河
川
氾
濫
」「
大
雨
」「
土
砂
災
害
」

「
高
潮
」の
4
つ
に
区
分
し
た
上
で
、

河
川
氾
濫
や
大
雨
な
ど
の
危
険
度
、

取
る
べ
き
避
難
行
動
に
応
じ
て
5
つ

の「
警
戒
レ
ベ
ル
」に
分
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た「
危
険
警
報
」が
新
設
さ

れ
た
他
、
警
戒
レ
ベ
ル
5
に
相
当
す

る
情
報
は「
特
別
警
報
」で
統
一
さ
れ

る
な
ど
、
ど
の
災
害
で
も
統
一
し
た

警
戒
レ
ベ
ル
が
設
定
さ
れ
、
災
害
の

危
険
度
が
分
か
り
や
す
く
な
り
ま
し

た
。

適
切
な
避
難
行
動
を

　

防
災
気
象
情
報
が
発
表
さ
れ
る

と
、
市
は
、
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
る
地
域
に
対
し
、
避
難
指
示
な

ど
を
発
令
し
ま
す
。
こ
の
発
令
を
確

認
し
た
場
合
は
、
危
険
な
場
所
か
ら

の
立
ち
退
き
避
難
や
少
し
で
も
高
い

場
所
へ
の
避
難
な
ど
、
命
を
守
る
た

め
の
行
動
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
自
宅
周
辺
な
ど
の
危
険
な

場
所
を
、
事
前
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
確
認
し
、
警
戒
レ
ベ
ル
を
参
考
に

早
め
に
避
難
す
る
な
ど
、
ど
の
よ
う

な
避
難
行
動
を
取
る
べ
き
か
考
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

防
災
メ
ー
ル ハザード

マップ

お
だ
わ
ら

防
災
ナ
ビ

詳しくはこちら

⃝市ホームページのサイト内検索に  ID  の「P＋5桁の数字」を入力し検索すると、詳しい内容がご覧になれます。

主な内容 おだわらいふ　P1-8
P2 - 3… 未来につなげる行政改革 他 P4 - 5… みんなで描いたエリアブランディング構想 他
P6 - 7… 子ども・子育て支援金制度が始まっています 他 P8 …… 市長連載「誠実 信頼 希望」 他
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行
政
改
革
の
目
標

　
第
４
次
小
田
原
市
行
政
改
革
実
行
計
画
で

は「
未
来
に
つ
な
げ
る
行
政
改
革
〜
人
的
・

財
政
的
な
資
源
の
余
力
を
生
み
出
す
〜
」を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
目
標
は「
こ
れ
ま
で
の『
削
る
』た
め

の
改
革
か
ら
、
未
来
を『
創
る
』た
め
の
改
革

へ
」シ
フ
ト
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
こ
れ
を

達
成
す
る
た
め
に
、
事
業
の
見
直
し
や
事
務

の
効
率
化
に
よ
る
事
業
費
や
人
件
費
の
削
減

な
ど
、
今
で
き
る
こ
と
を
着
実
に
行
う
体
制

を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
市
職
員
が

働
き
や
す
く
、
働
き
が
い
の
あ
る
環
境
を
つ

く
る
こ
と
で
、
労
働
生
産
性
や
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト（
信
頼
、愛
着
、使
命
感
、誇
り
な
ど
）

を
高
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
持
続
的
な
行
政
運
営
を
図
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
ニ
ー
ズ
や
、
地
震

災
害
、
激
甚
化
す
る
豪
雨
災
害
、
感
染
症
な

ど
の
想
定
外
の
事
態
に
対
応
し
な
が
ら
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
維
持
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
平
常
時
か
ら
の

弾
力
的
な
対
応
が
で
き
る
組
織
体
制
を
整
え

る
こ
と
が
重
要
で
す
。こ
の
実
現
の
た
め
に
、

限
ら
れ
た
人
員
・
予
算
の
中
で
不
断
の
行
政

改
革
を
行
い
、
人
的
・
財
政
的
な
余
力
を
生

み
出
し
ま
す
。

　

生
み
出
さ
れ
た
余
力
は「
お
だ
わ
ら
協
創

プ
ラ
ン
」の
着
実
な
推
進
に
寄
与
す
る
と
と

も
に
、
新
た
な
行
政
ニ
ー
ズ（
財
政
需
要
）へ

の
対
応
に
備
え
る
こ
と
で
、
市
が
描
く
将
来

都
市
像「
誰
も
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
、
愛
す

べ
き
ふ
る
さ
と
小
田
原
」に
つ
な
げ
ま
す
。

目
標
達
成
に
向
け
た
進
め
方

　
各
所
管
に
よ
る
自
発
的
な
取
り
組
み
に
加

え
て
、
全
庁
的
な
取
り
組
み
を
重
点
的
に
実

行
し
て
い
き
ま
す
。

　
特
に
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を
実
施
し
て

い
く
仕
組
み
作
り
と
と
も
に
、
行
政
改
革
の

主
要
な
分
野
に
お
い
て
、
よ
り
効
果
の
高
い

取
り
組
み
を
推
進
し
、
人
的
・
財
政
的
な
余

力
を
生
み
出
し
ま
す
。
ま
た
、
取
り
組
み
の

成
果
を
可
視
化
し
、
職
員
の
行
政
改
革
の
意

識
を
高
め
る
こ
と
で
、
着
実
に
目
標
達
成
へ

つ
な
げ
ま
す
。

行
政
改
革
の
方
向
性

　
次
の
４
つ
の
方
向
性
に
基
づ
き
、
行
政
改

革
を
進
め
ま
す
。

１ 

コ
ス
ト
最
適
化

　
単
な
る
歳
出
削
減
で
は
な
く
、
事
業
の
価

値
を
最
大
化
す
る
手
法
の
検
討
や
、
コ
ス
ト

最
適
化
を
重
視
し
ま
す
。

２ 

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
り
、
市

民
の
満
足
度
や
幸
福
度
の
向
上
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

３ 

持
続
可
能
性
の
検
証

　
常
に
費
用
対
効
果
を
検
証
し
、
短
期
的
な

成
果
と
と
も
に
、中
長
期
的
な
視
点
を
持
ち
、

持
続
可
能
性
の
有
無
も
効
果
検
証
し
ま
す
。

４ 

全
庁
的
な
取
り
組
み
の
展
開

　
特
定
の
所
管
だ
け
で
は
な
く
、
全
て
の
職

員
が
立
場
や
役
割
に
応
じ
て
取
り
組
み
に
携

わ
り
、
常
に
行
政
改
革
の
意
識
を
持
っ
て
業

務
を
遂
行
し
ま
す
。

未
来
未
来
に
つ
な
げ
る

に
つ
な
げ
る
行
政
改
革

行
政
改
革

「
第
４
次
小
田
原
市
行
政
改
革
実
行
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た

Ｉ
Ｄ
Ｐ
４
１
２
８
２

問 

企
画
政
策
課 

☎（
３
３
）１
２
５
４

今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
、
第
７
次

小
田
原
市
総
合
計
画「
お
だ
わ
ら
協
創

プ
ラ
ン
」第
１
期
実
行
計
画
の
着
実
な

推
進
を
図
る
た
め
に
は
、
持
続
可
能
で

確
か
な
行
政
運
営
基
盤
の
確
立
が
不
可

欠
で
す
。

市
で
は「
お
だ
わ
ら
協
創
プ
ラ
ン
」に
併

せ
て
、
令
和
８
年
３
月
に「
第
４
次
小

田
原
市
行
政
改
革
実
行
計
画
」を
新
た

に
策
定
し
ま
し
た
。

令
和
８
〜
14
年
度
の
７
年
間
を
計
画
期

間
と
し
て
、行
政
改
革
の
取
り
組
み
を
、

さ
ら
に
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

行政改革の推進項目と主な取り組み

❶歳入
財源確保の徹底
・新たな歳入確保策の検討
・市税収入の確保
・ふるさと納税の推進　他

❸資産
市有資産経営の推進
・公共施設の機能・配置の見直し
・市有建築物の長期保全
・施設に係る契約の見直し　他

❹人材
職員の確保・育成・環境整備
・有能な人材の確保と人事管理
・研修実施による職員の育成
・ コンプライアンス推進・組織風土改革　他

❻多様な主体との連携
市民協働、公民連携、広域連携の推進
・市民活動の支援・市民協働の推進
・ 民間提案制度・包括連携協定の推進　他

❷歳出・サービス
戦略的投資とコスト最適化、市民サービスの向上
・事務事業見直しの推進
・健全な財政運営
・業務改善の推進　他

❺デジタル
行政基盤のDX、デジタル化による
市民サービスの向上
・ 新たな技術の導入・活用による業務効率化
・デジタル技術を活用したサービスの拡充　他

目標達成の指標
　第4次小田原市行政改革実行計画の総合的
な達成度を測るため、4つの指標を定めます。

※ 地方公共団体の標準的な状態で、通常収入され
ると思われる経常的一般財源の規模を示すもの。

令和14年度目標値 10％
（令和6年度基準値 8.8％）

標準財政規模※に対する
財政調整基金残高の割合

令和14年度目標値 130時間
（令和6年度基準値 183.3時間）

職員1人当たりの
年間平均時間外勤務時間数

令和14年度目標値 66.7％
（令和6年度基準値 62.5％）

仕事に満足している職員の割合

令和14年度目標値 50％
（令和7年度基準値 40.3％）

行政が効率的・効果的に
運営されていると思う市民の割合

11

22

33

44

行政改革の土台

計画の推進体制の整備

事務事業見直しの仕組み作り

市民との意識共有
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目
指
す
姿
の
実
現
の
た
め
に

　
太
陽
光
発
電
を
行
っ
て
い
る
市
内
の
事
業

所
や
住
宅
は
、
使
い
切
れ
ず
に
余
っ
た
再
エ

ネ
電
力（
余
剰
電
力
）を
売
る
こ
と
で
地
域
の

発
電
所
と
し
て
、
そ
の
電
力
を
市
内
で
使
う

人
は
電
力
利
用
者
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
電
力

地
産
地
消
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
れ
は
、市
内
で
つ
く
っ

た
再
エ
ネ
電
力
を
別
の
市
内
施
設
で
使
う
地

産
地
消
の
仕
組
み
で
、
市
外
に
流
出
す
る
電

気
料
金
を
減
ら
す
こ
と
で
、
地
域
経
済
の
好

循
環
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
太
陽
光

発
電
設
備
の
設
置
な
ど
、
市
内
の
再
エ
ネ
導

入
量
を
最
大
限
増
や
す
こ
と
と
、
自
家
消
費

で
き
な
い
余
剰
電
力
を
市
内
で
消
費
す
る
こ

と
の
両
輪
で
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
現
在
、
小
田
原
城
址
公
園
や
市
立
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、
地
産
再
エ
ネ
を
含
む

再
エ
ネ
電
力
使
用
１
０
０
％
を
達
成
し
て
い

ま
す
。

　
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
太
陽
光
発
電

設
備
の
多
く
は
、
国
の
固
定
価
格
買
取

制
度（
Ｆフ
ィ
ッ
ト

Ｉ
Ｔ
）の
認
定
を
受
け
て
お

り
、
そ
の
余
剰
電
力
は
一
般
送
配
電
事

業
者
が
買
い
取
っ
て
い
ま
す
。

　
電
力
地
産
地
消
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

で
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
買
い
取
り
期
間（
住

宅
は
10
年
）が
満
了
し
た「
卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
」

の
余
剰
電
力
も
、
１
ｋ
Ｗ
ｈ
当
た
り
税

込
10
円
程
度
で
買
い
取
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
課

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

太
陽
光
発
電
設
備
の

固
定
価
格
買
取
制
度
で

買
い
取
り
期
間
満
了

（
卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）の
人
へ

　
今
年
度
も
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
太
陽

光
発
電
設
備
や
蓄
電
池
の
導
入
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

　
な
お
、
同
交
付
金
に
よ
る
住
宅
向
け
の
補

助
金
は
、
今
年
度
が
最
後
と
な
り
ま
す
。
導

入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

市
内
で
つ
く
っ
た
電
気
を

市
内
で
使
う
仕
組
み
が
始
動

〜
電
力
地
産
地
消
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
〜

市
で
は
、
２
０
５
０
年
度
ま
で
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル（
脱
炭
素
）お
よ
び

30
年
度
ま
で
の
カ
ー
ボ
ン
ハ
ー
フ（
二

酸
化
炭
素
排
出
量
の
13
年
度
比
50
％
削

減
）、
市
内
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
再
エ
ネ
）導
入
量
を
19
年
度
の
約
５
倍

に
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

環
境
に
優
し
く
、
地
域
経
済
の
好
循
環

に
つ
な
が
る
電
力
の
地
産
地
消
を
促
進

し
、
地
域
自
給
圏
の
構
築
お
よ
び
脱
炭

素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

補
助
金
に
つ
い
て
の
ご
案
内

令
和
８
年
度

太陽光発電設備・蓄電池の補助金区分
対象設備 補助額・補助率

家庭用（住宅）
・PPA/リース型
・自己所有型

太陽光発電設備 1kW当たり70,000円
太陽光発電設備
併用蓄電池

設置費用の3分の1
（1kW当たり51,600円が上限）

事業用（事務所）
※ 個人事業主を
　含む

太陽光発電設備

1kW当たり50,000円または補助対象事業費の3分
の2
※ 余剰電力を一定量、電力地産地消プラットフォー

ムに供給するなどの条件がありますので、申請前
にご相談ください。

地域共生型太陽光発電設備
（ソーラーシェアリングなど） 補助対象事業費の2分の1

※対象工事の契約前に、補助金の交付申請手続きをしてください。

市内で再エネ電気をつくる

市内で再エネ電気を使う

太陽光発電設備を設置している事業所・住宅・公
共施設・カーポート・農地・野立てなど

商業施設・公共施設など

　二酸化炭素（CO2）が発
生しない再エネ電力を
100％使用する公共施設
や市に申請をして登録を
受けた事業所には、ステッ
カーを配布している他、市
内デジタルサイネージで
事業所を紹介しています。

電力地産地消プラットフォーム

余剰電力

卒

電力地産地消の仕組み

再エネ電力使用100％事業所

▲配布ステッカー▲デジタルサイネージ

Ｉ
Ｄ
Ｐ
３
４
８
５
３

 

☎（
３
３
）１
４
２
６

問 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
課
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
係

Ｉ
Ｄ
Ｐ
３
８
７
４
３

問 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
課
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
推
進
係 

☎（
３
３
）１
４
２
４
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エ
リ
ア
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は

　
地
域
の
魅
力
や
価
値
を
最
大
限
に
引
き
出

し
、
活
性
化
を
促
し
て
い
く
手
法
の
一
つ
。

魅
力
や
課
題
を
整
理
し
、
地
域
特
性
を
生
か

し
た
ま
ち
の
将
来
像
を
描
い
た
上
で
、
そ
の

実
現
に
向
け
た
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
特

徴
で
す
。

多
く
の
関
係
者
と
描
い
た

ま
ち
の
将
来
像

　
構
想
の
策
定
に
当
た
り
、
地
域
住
民
を
は

じ
め
、
水
産
業
、
商
業
、
観
光
業
な
ど
の
関

係
団
体
、
将
来
を
担
う
若
手
を
中
心
に
構
成

し
た
研
究
会
を
設
置
し
、
多
角
的
な
視
点
か

ら
議
論
を
重
ね「
自
然
と
歴
史
が
織
り
な
す

暮
ら
し
や
な
り
わ
い
の
魅
力
を
高
め
、
継
承

す
る
」と
い
う
基
本
方
針
を
定
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
住
民
や
来
訪
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
で
現
状
を
把
握
し
、
地
域
住
民
向

け
の
説
明
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
り
幅

広
く
意
見
交
換
を
行
う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
合
意
形
成
を
図
り
、
地

域
の
実
情
を
踏
ま
え
な
が
ら
構
想
を
策
定
し

ま
し
た
。

エ
リ
ア
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
構
想

Ｉ
Ｄ
Ｐ
３
８
８
７
８

問 

企
画
政
策
課 

☎（
３
３
）１
４
０
４

対
象
エ
リ
ア
は
旧
宿
場
町
と
し
て
栄

え
、
海
を
は
じ
め
と
し
た
自
然
環
境
、

か
ま
ぼ
こ
や
干
物
の
な
り
わ
い
文
化
、

歴
史
的
風
致
を
形
成
す
る
建
造
物
な

ど
、
多
様
な
地
域
資
源
を
有
す
る
一
方

で「
暮
ら
し
と
観
光
・
商
業
の
両
立
」と

い
っ
た
課
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、地
域
特
性
を
生
か
し
、

エ
リ
ア
の
価
値
向
上
と
将
来
像

の
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、
課

題
を
解
決
す
る
た
め
、
15
年
先

を
見
据
え
た
エ
リ
ア
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
構
想
を
、

３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

研究会・ワークショップ参加者のコメント

❶
か
ま
ぼ
こ
通
り

　
歴
史
的
な
建
造
物
の
保
存
・
活
用
を
進
め

る
と
と
も
に
、
エ
リ
ア
の
特
性
を
踏
ま
え
た

良
好
な
景
観
形
成
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

歩
行
空
間
や
交
差
点
を
カ
ラ
ー
化
す
る
な

ど
、
安
全
な
道
路
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

❷
商
店
街

　
飲
食
店
や
土
産
物
店
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

が
で
き
る
店
舗
な
ど
の
魅
力
や
情
報
を
、
エ

リ
ア
が
一
体
と
な
っ
て
発
信
し
ま
す
。ま
た
、

新
規
出
店
や
既
存
店
舗
に
対
す
る
支
援
を
継

続
す
る
他
、
空
き
店
舗
の
利
活
用
を
促
進
し

ま
す
。

❸
御
幸
の
浜
海
岸

　
住
民
や
来
訪
者
が
思
い
思
い
に
楽
し
み
な

が
ら
、
海
の
魅
力
を
ゆ
っ
く
り
と
味
わ
え
る

環
境
を
整
え
ま
す
。
ま
た
、
エ
リ
ア
の
住
環

境
に
配
慮
し
な
が
ら
、
海
や
海
岸
を
活
用
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
他
、
マ
リ
ン
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
ど
の
体
験
機
会
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

❹
小
田
原
宿
な
り
わ
い
交
流
館

　

小
田
原
宿
な
り
わ
い
交
流
館
を
活
用
し

て
、
こ
ど
も
が
地
域
の
歴
史
や
な
り
わ
い
を

学
ぶ
機
会
を
つ
く
り
ま
す
。
ま
た
、
エ
リ
ア

の
共
有
資
源
と
し
て
、
地
域
住
民
に
よ
る
多

様
な
活
用
を
進
め
ま
す
。

◀ 小田原駅

◀ 小田原駅

まちの将来像

御幸の浜海岸▶ 

御幸の浜海岸▶ 

　以前から地域に関わる取り組みに関心があり、
地元の小田原で今回のワークショップに参加でき
たことをうれしく思います。普段接点のない人と
交流し、意見交換することで、小田原の魅力を改
めて実感しました。時間がかかっても、みんなが
納得できる形で実現されてい
くことを願っています。

清水さん

エリアブランディング構想策定事業
ワークショップ参加者

　このエリアには、豊かな海や、それにまつわ
るなりわい、旧東海道の歴史・文化など、多く
の宝が点在しています。
　構想策定を契機に、改めて地域の魅力を再確
認し、現存する建物をリノベーションするなど、

さらなる魅力の向上を目指し
ていきます。

竹田さん

エリアブランディング構想策定事業研究会員
万年地区住民代表（万年地区青年会連合）

み
ん
な
で
描
い
た

御
幸
の
浜
海
岸
・
か
ま
ぼ
こ
通
り
周
辺

1

2

3

4

◀ エリアブランディング
　構想はこちら
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45
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
提
携
を
契
機
に
設
立
さ
れ
た「
小
田

原
海
外
市
民
交
流
会（
Ｏオ

イ

フ

ァ

Ｉ
Ｆ
Ａ
）」は
、
地

域
の
国
際
交
流
と
多
文
化
理
解
を
推
進
す
る

た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｏ
Ｉ
Ｆ
Ａ
が
行
う
青
年
交
流
事
業
で
は
、

両
市
の
青
年
た
ち
が
相
互
に
訪
問
し
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
や
文
化
体
験
を
通
じ
て
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
田
原
に
住
む
外
国

籍
の
市
民
を
招
き
、
日
本
で
の
生
活
や
体
験

談
を
語
っ
て
も
ら
う「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
は
ど
う
し
て

小
田
原
に
」や
、
他
国
の
文
化
を
理
解
し
、

新
し
い
価
値
観
を
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た「
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
実
施
。
さ
ら

に
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
交
流
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
月
に
１
回「
Ｏ
Ｉ
Ｆ
Ａ
バ
ル
」

も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
国
や
文
化
を
超
え
た
つ
な
が
り
を
広
げ
る

Ｏ
Ｉ
Ｆ
Ａ
の
活
動
に
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

手
を
取
り
合
い
、
共
に
歩
む

〜
広
が
る
交
流
の
輪
、
深
ま
る
絆
〜

Ｉ
Ｄ
Ｐ
０
３
２
６
３

問 

文
化
政
策
課 

☎（
３
３
）１
７
０
３

本
市
は
、
昭
和
56
年
に
米
国
・
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市
と
姉

妹
都
市
提
携
を
行
い
、
長
年
に
わ
た
り

交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和

55
年
に
提
携
し
た
旧
今
市
市
と
の
合
併

に
伴
い
、
平
成
18
年
に
栃
木
県
日
光
市

と
姉
妹
都
市
提
携
、
平
成
28
年
に
東
京

都
八
王
子
市
お
よ
び
埼
玉
県
寄
居
町
と

姉
妹
都
市
盟
約
を
結
び
ま
し
た
。

今
回
は
、
本
市
と
国
内
外
の
姉
妹
都
市

と
の
交
流
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

●
広
が
る
国
際
交
流
の
輪　

　
本
市
と
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市
は
、
海
岸
に
面

し
た
温
暖
な
気
候
や
柑か
ん
き
つ橘

類
の
栽
培
が
盛
ん

な
こ
と
な
ど
の
共
通
点
を
背
景
に
、
昭
和
56

年
に
姉
妹
都
市
提
携
を
行
い
、
今
年
で
提
携▲青年交流事業ウエルカムパーティーの様子

▲ 国際シンポジウムの様子（登壇者と
OIFA役員）

OIFAの活動に
ついてはこちら
◀・・・◀・・・

国
内
交
流

　
約
５
０
０
年
前
、
北
条
氏
は
関
東
に
一
大

勢
力
圏
を
築
き
、
４
代
目
の
氏
政
は
小
田
原

城
、
弟
の
氏
照
は
八
王
子
城（
東
京
都
八
王

子
市
）、
氏
邦
は
鉢
形
城（
埼
玉
県
寄
居
町
）

を
治
め
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
北
条
３
兄
弟
の
縁
に
よ
り
、
平

成
28
年
に
小
田
原
市
、
八
王
子
市
、
寄
居
町

の
３
市
町
は
姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結
し
、
今

年
で
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

5
月
に
開
催
し
た「
第
62
回
小
田
原
北
條

五
代
祭
り
」で
は
、
10
周
年
を
記
念
し
、
３

市
町
の
若
者
に
よ
る「
北
条
三
兄
弟
き
ず
な

隊
」を
結
成
し
ま
し
た
。

　

祭
り
前
日
に
は
、
Ｍメ

イ

ジ

ｅ
ｉ
ｊ
ｉ 

Ｓセ

イ
ｅ
ｉ

ｋカａ
フ
ァ
ル
マ
の
自
然
共
生
サ
イ
ト「
ま
ほ

ろ
ば
テ
ラ
ス
」の
見
学
や
、
か
ま
ぼ
こ
通
り

の
散
策
な
ど
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
る
と
と

も
に
、
若
者
の
視
点
で
小
田
原
の
魅
力
を
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
た
他
、
当
日
は
、
記
念
セ
レ

モ
ニ
ー
を
実
施
し
、
き
ず
な
隊
と
し
て
パ

レ
ー
ド
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
交
流
を
続
け
な
が
ら
、
３
市
町
の

絆
を
よ
り
一
層
深
め
て
い
き
ま
す
。

北
条
三
兄
弟
き
ず
な
隊

▶
 
 ま
ほ
ろ
ば
テ
ラ
ス
見
学

▶
 

 

パ
レ
ー
ド
前
に
旭き

ょ
く
か
い
ゆ
う

海
雄

関
か
ら
パ
ワ
ー
を
も
ら

う
き
ず
な
隊

市
に
は
毎
日
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
や
提
案
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

部
を
キ
ク
コ
が
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、
食
料
品
の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
生
活
者
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
市
民
1
人
当
た
り
5
千
円
を
支
給
す
る「
小
田
原
市
物
価
高
騰
対

応
生
活
支
援
給
付
金
」に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

皆さんの声を皆さんの声を
お寄せくださいお寄せください

問広報広聴室 問広報広聴室 ☎☎（33）1263（33）1263

　市では、皆さんからの市政に対する提案などをお待ちしています。市ホームページや郵送で受け付ける「市　市では、皆さんからの市政に対する提案などをお待ちしています。市ホームページや郵送で受け付ける「市
長への提案」長への提案」ID P29575 や、担当部署に直接伝える「問い合わせフォーム（市ホームページの各ページ下段にや、担当部署に直接伝える「問い合わせフォーム（市ホームページの各ページ下段に
あります）」、市内248の自治会ごとに選任している「広報委員制度」あります）」、市内248の自治会ごとに選任している「広報委員制度」ID P24365 などをご利用ください。などをご利用ください。

小
田
原
市
物
価
高
騰
対
応
生
活
支
援
給
付
金

Ｑ
　
令
和
8
年
2
月
1
日（
基
準
日
）時
点
で
本
市
に
住
民
登
録
の
あ

る
人
が
対
象
だ
よ
。
支
給
対
象
者
の
世
帯
主
に「
支
給
の
お
知
ら

せ
」や「
申
請
書
」を
送
付
し
て
い
る
よ
。

給
付
金
の
支
給
対
象
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
　
基
準
日
時
点
で
世
帯
主
の
住
民
登
録
が
本
市
に
あ
れ
ば
、
2
月

2
日
か
ら
3
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
こ
ど
も
も
支
給
対
象
に
な

る
よ（
対
象
世
帯
に
は
通
知
済
み
）。

令
和
8
年
2
月
2
日
以
降
に
こ
ど
も
が
産
ま
れ
た
の
で

す
が
、
そ
の
子
も
対
象
に
な
り
ま
す
か
。

キクコの
ワンポイント
アドバイス

　

申
請
期
限
は
６
月
30
日
（
火
）
ま
で

（
郵
送
は
消
印
有
効
）
だ
よ
。

　

申
請
期
限
ま
で
に
申
請
が
な
い
場
合

は
、
給
付
金
が
支
給
さ
れ
な
い
の
で
気

を
付
け
て
ね
。

Ｉ
Ｄ
Ｐ
４
０
７
７
４

問 

専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

☎
０
５
０（
３
３
５
１
）０
０
２
４

Ｑ
　
申
請
書
の
再
発
行
や
申
請
状
況
の
確
認
な
ど
に
つ
い
て
は
、
専

用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
て
ね（
月
〜
金
曜
日
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
）。

申
請
書
を
な
く
し
た
、
ま
た
は
、
自
分
の
申
請
状
況
を

確
認
し
た
い
場
合
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
で
す
か
。
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子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度

と
は
？

　

 　

全
て
の
世
代
や
企
業
か
ら
支
援
金
を
拠

出
い
た
だ
き
、
子
育
て
施
策
の
拡
充
に
充

て
る
も
の
で
、
こ
ど
も
や
子
育
て
世
帯
を

社
会
全
体
で
支
え
る
制
度
で
す
。

   　
　

 
支
援
金
額（
納
付
金
額
）は

ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
？

　

 　

国
民
健
康
保
険
料
は
６
月
中
旬
に
発
送

さ
れ
る「
国
民
健
康
保
険
料
納
入
通
知
書
」

QAQA

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
が

始
ま
っ
て
い
ま
す

Ｉ
Ｄ
Ｐ
４
０
４
３
８

問 

保
険
課
保
険
料
係　
　

 

☎（
３
３
）１
８
３
４

Ｉ
Ｄ
Ｐ
４
０
９
２
２

問 

保
険
課
高
齢
者
医
療
係 

☎（
３
３
）１
８
４
３

令
和
８
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
」。
本
制
度

の
開
始
に
伴
っ
て
、
公
的
医
療
保
険
に

加
入
し
て
い
る
全
て
の
人
は
、
各
医
療

保
険
料
と
合
わ
せ
て「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
金
」の
納
付
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

本
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の

人
は
令
和
８
年
６
月
分
か
ら
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
に
加
入
の
人
は
令
和
８

年
７
月
分
か
ら
、
納
付
が
開
始
さ
れ
ま

す
。

詳しくはこちら

0120-303-272こども家庭庁
コールセンター
受付時間：午前9時～午後6時（日曜、祝・休日を除く）

こども家庭庁ホームページ
子ども・子育て支援金制度
について

現在 将来

全世代が支援

支える

将来は
支えられる側に

支える

子ども・子育て支援金が充てられる事業の一部を紹介

最近話題の「子ども・子育て
支援金制度」について

こども家庭庁公式 note

社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

各
組
合
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

で
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
７
月
中

旬
に
発
送
さ
れ
る「
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
額
決
定
通
知
書
」で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

 　
所
得
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
が
、
医
療

保
険
制
度
の
全
加
入
者
で
平
均
し
た
場

合
、
令
和
８
年
度
は
月
額
２
５
０
円
と
試

算
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
18
歳
に
達
す

る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
以
前
で
あ

る
こ
ど
も
は
、
均
等
割
額
が
全
額
軽
減
さ

れ
ま
す
。

   　
　

 

収
入
が
少
な
い
場
合
も
、

納
付
す
る
の
？

　

 　

支
援
金
は
所
得
に
応
じ
て
納
付
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
低
所
得
の
人
に
対
す

る
軽
減
措
置
を
設
け
て
い
ま
す
。

   　
　

 
な
ぜ
独
身
の
人
や
高
齢
者
も

納
付
す
る
の
？

　

 　

こ
ど
も
た
ち
は
、
や
が
て
社
会
保
障
制

度
の
支
え
手
と
な
り
ま
す
。
将
来
、
自
分

が
年
を
重
ね
た
と
き
は
、
成
長
し
て
支
え

手
に
な
っ
た
こ
ど
も
た
ち
に
よ
り
支
え
ら

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
独
身
の
人
や
高
齢

者
な
ど
の
全
て
の
世
代
に
加
え
、
企
業
も

含
め
た
社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
と
し

て
い
ま
す
。

QAQA

みんなで支える
子ども・子育て支援金制度の仕組み

成長して支え手に

◆児童手当の拡充

　令和6年10月分から、児童手当を拡充しました。
その1
　所得制限を撤廃
その2
　支給期間を「18歳年度末まで」に拡大
その3
　第3子以降の支給額を1人当たり月額30,000円に増額
　（多子加算）
その4
　多子加算の算定対象を「22歳年度末まで」に拡大
その5
　 支給回数を年3回（1回当たり4カ月分）から年6回（1回当たり2
カ月分）に増加

ID P38194 問 子ども政策課 ☎33-1453

◆妊婦のための支援給付

　面談を通じた相談支援と併せて、妊娠期（50,000円）と出産後
（こどもの人数×50,000円）の給付を行い、継続的にサポートし
ていきます。
※流産や死産などの場合も対象です。
※所得制限はありません。

ID P35591 問 子ども若者支援課 ☎46-6763

◆こども誰でも通園制度

　保育所などに通っていない6カ月から3歳未満までのこどもに
ついて、保護者の就労要件などは問わず、月ごとに10時間の範
囲内で通園できる制度です。
　家庭では得ることができない経験の機会を設けることで、こ
どもの成長を支援するとともに、園との交流を通じて保護者の
育児不安の解消にもつなげていきます。

ID P40889 問 保育課 ☎33-1451
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市
の
耐
震
化
支
援
に
つ
い
て

　
住
宅
の
耐
震
基
準
に
は
、
昭
和
56
年
５
月

ま
で
の「
旧
耐
震
基
準
」と
、そ
れ
以
降
の「
新

耐
震
基
準
」が
あ
り
ま
す
。
新
耐
震
基
準
の

う
ち
、
平
成
12
年
５
月
ま
で
に
建
築
さ
れ
た

木
造
住
宅
で
、
新
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い

る
も
の
の
、
壁
の
配
置
や
接
合
金
物
の
仕
様

な
ど
に
よ
り
、
耐
震
性
が
不
足
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
住
宅
を「
新
耐
震
グ
レ
ー
ゾ
ー

ン
住
宅
」と
い
い
ま
す
。

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
木
造
住
宅
へ
の
耐
震

化
支
援
・
補
助
を
旧
耐
震
基
準
の
住
宅
に
限

定
し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
新

耐
震
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
住
宅
に
も
地
震
に
よ
る

被
害
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
支
援
対
象

に
追
加
し
ま
す
。
ま
た
、
耐
震
改
修
を
行

う
に
当
た
り
、
資
金
調
達
が
課
題
と
な
る
場

合
が
あ
る
た
め「
リ
・
バ
ー
ス
60（
耐
震
改
修

利
子
補
給
制
度
）」を
活
用
す
る
耐
震
改
修
に

つ
い
て
も
、
支
援
対
象
に
追
加
し
ま
す
。

拡
充
内
容
①

「
新
耐
震
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
住
宅
」を

支
援
対
象
に
追
加

　
新
耐
震
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
住
宅
に
対
す
る
耐

震
診
断
や
耐
震
改
修
に
係
る
費
用
の
一
部
を

住
ま
い
を
強●

●く
、

大
規
模
地
震
へ
の
備
え
を

Ｉ
Ｄ
Ｐ
３
９
５
７
５

問 

建
築
指
導
課 

☎（
３
３
）１
４
３
４

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
は
、
耐
震

性
の
不
十
分
な
住
宅
の
約
３
割
が
大
き

な
被
害
を
受
け
、
多
く
の
人
が
住
ま
い

を
失
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
規
模

な
地
震
か
ら
、
自
ら
の
生
命
・
財
産
な

ど
を
守
る
た
め
に
は
、
住
宅
の
耐
震
化

が
重
要
で
す
。

そ
こ
で
市
で
は
、
耐
震
化
の
さ
ら
な
る

促
進
を
図
る
た
め
、
６
月
１
日（
月
）か

ら
耐
震
補
助
制
度
を
拡
充
し
ま
す
。

改
め
て
、
住
ま
い
の
耐
震
化
に
つ
い
て

考
え
ま
し
ょ
う
。

▲ 令和6年能登半島地震で倒壊した
木造住宅（県提供）

補
助
し
ま
す
。

【
補
助
限
度
額
】耐
震
診
断

：

６
万
円

　
　
　
　
　
　
耐
震
改
修

：

１
０
０
万
円

拡
充
内
容
②

「
リ
・
バ
ー
ス
60
」を
活
用
す
る
耐
震
改
修
を

支
援
対
象
に
追
加

　
旧
耐
震
基
準
の
木
造
住
宅
で
、
住
宅
金
融

支
援
機
構
と
提
携
し
て
い
る
金
融
機
関
か
ら

「
リ
・
バ
ー
ス
60
」の
融
資
を
受
け
、
耐
震
改

修
を
行
っ
た
場
合
、
そ
れ
に
係
る
利
子
を
軽

減
、
ま
た
は
無
利
子
と
す
る
国
の
制
度
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
を
活
用
す
る
場

合
、
市
も
耐
震
改
修
に
係
る
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

【
補
助
限
度
額
】耐
震
改
修

：

50
万
円

木
造
住
宅
に
お
け
る
耐
震
補
助
制
度
を
拡
充
し
ま
す

平成12年5月 （建築時期）

旧耐震基準
新耐震基準

（現行の基準）
新耐震基準

新耐震
グレーゾーン住宅

拡充内容①拡充内容②

昭和56年5月昭和56年5月

耐震基準の推移と「新耐震グレーゾーン住宅」
に該当する建築時期

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
地
震
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
被

害
を
軽
減
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

市
で
は
耐
震
補
助
制
度
の
他
、
耐
震

性
が
不
十
分
な
建
物
の
解
体
支
援
な

ど
、
各
種
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
建
築
指
導
課
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。

　
崖
崩
れ
の
対
策
は
、
本
来
そ
の
土
地
の
所

有
者
な
ど
が
行
う
も
の
で
す
が
、
土
地
所
有

者
な
ど
が
対
策
工
事
を
行
う
こ
と
が
困
難

で
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
急
傾
斜
地
で
あ

急
傾
斜
地
の崩壊

対
策

Ｉ
Ｄ
Ｐ
３
７
８
４
０

問 

国
県
事
業
推
進
課 

☎（
３
３
）１
５
２
７

対策工事実施例

工事前

工事後

県
が
進
め
る
道
路
や
河
川
な
ど
の
整
備

事
業
は
、
市
の
防
災
に
お
い
て
も
重
要

で
す
。
そ
の
た
め
、
市
で
は
県
と
連
携

し
、
地
域
住
民
や
関
係
機
関
と
の
調
整

を
図
り
な
が
ら
、
各
事
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

今
回
は
、
県
が
行
う
急
傾
斜
地
の
崩
壊

対
策（
崖
崩
れ
の
対
策
）に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

る
場
合
に
は
、
県
が
代
わ
っ
て
対
策
工
事
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

工
事
を
実
施
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
場

合
、
市
は
県
へ
の
要
望
書
の
取
り
ま
と
め
な

ど
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
を
支
援
し
ま
す
。
ま

ず
は
、
国
県
事
業
推
進
課
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【
一
定
の
条
件
】

　
・ 

傾
斜
度
が
30
度
以
上
、
か
つ
高
さ
が
5

ｍ
以
上
の
自
然
崖

　
・ 

被
害
想
定
範
囲
に
人
家
が
5
戸
以
上
あ

る（
5
戸
未
満
で
も
、
官
公
署
、
学
校
、

病
院
な
ど
に
被
害
が
及
ぶ
箇
所
は
該

当
）

　
・ 

土
地
所
有
者
な
ど
の
関
係
者
全
員
が
、

対
策
工
事
の
実
施
に
合
意
し
て
い
る

　
工
事
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
要
望
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。
土
地
所
有
者
な
ど
の
関

係
者
全
員
が
工
事
に
同
意
し
た
上
で
、
市
を

経
由
し
て
県
に
要
望
書
を
提
出
し
ま
す
。
そ

の
後
、
県
が
条
件
を
満
た
し
て
い
る
か
な
ど

を
確
認
し
、
測
量
や
地
質
調
査
、
設
計
を
経

て
、
工
事
を
順
次
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

【
要
望
書
提
出
ま
で
の
流
れ
】

　
❶ 

個
人
や
自
治
会
な
ど
が
市
へ
相
談

　
❷
県
・
市
が
現
地
を
確
認

　
❸ 

事
業
の
仕
組
み
な
ど
の
説
明
会
の
開
催

　
❹ 

自
治
会
を
通
じ
て
市
へ
要
望
書
を
提
出

　
❺ 

市
か
ら
県
へ
要
望
書
を
提
出

市と県が
協力して

進めています
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加
藤 

憲
一

小
田
原
市
長

　
5
月
3
日
、
小
田
原
市
最
大
の
観

光
イ
ベ
ン
ト
「
北
條
五
代
祭
り
」
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
で

62
回
目
を
数
え
、
今
年
も
大
勢
の
人

た
ち
が
沿
道
を
埋
め
尽
く
し
、
観
光

都
市
で
も
あ
る
小
田
原
を
象
徴
す
る

催
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
祭
り

を
含
め
、
本
市
で
は
、
城
下
町
・
宿

場
町
に
由
来
す
る
多
彩
な
歴
史
・
文

化
遺
産
、
加
え
て
小
田
原
漁
港
周
辺

の
海
な
り
わ
い
を
中
心
に
、
裾
野
の

広
い
観
光
関
連
の
産
業
や
事
業
が
展

開
さ
れ
て
お
り
、
小
田
原
の
魅
力
発

信
と
集
客
の
核
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
小
田
原
で
は
近
年

「
ま
ち
歩
き
」
に
力
を
入
れ
始
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
「
観
光
」
が
「
光
を

観み

る
」
営
み
で
あ
る
こ
と
、
今
日
に

お
い
て
そ
の
「
光
」
と
は
何
か
、
と

い
う
自
問
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
従
来
の
観
光
で
は
「
光
」
と
は
神

社
仏
閣
や
景
勝
地
な
ど
の
い
わ
ゆ
る

名
所
旧
跡
が
主
た
る
も
の
だ
っ
た
で

し
ょ
う
。
社
会
が
成
熟
し
「
豊
か
さ
」

の
質
が
問
わ
れ
る
中
、
日
常
か
ら
離

れ
出
会
い
や
悦よ

ろ
こび
を
求
め
て
旅
す
る

人
た
ち
に
と
っ
て
、
そ
の
地
に
宿
る

独
自
の
文
化
や
暮
ら
し
、
地
域
に
息

づ
く
な
り
わ
い
、
郷
土
色
の
濃
い
食

や
祭
礼
、
店
先
で
交
わ
す
店
主
と
の

会
話
、ま
ち
の
人
々
の
温
も
り
な
ど
、

当
地
の
住
民
が
当
た
り
前
に
享
受
し

て
い
る
も
の
に
こ
そ
、
魅
力
を
感
じ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う

し
た
観
点
に
立
つ
と
、
小
田
原
に
は

実
に
多
彩
な
、
そ
し
て
魅
力
的
な

「
光
」
が
充み

ち
て
い
ま
す
。

　
小
田
原
市
観
光
協
会
な
ど
の
皆
さ

ん
と
連
携
し
、
3
月
に
3
カ
所
の
地

域
に
て
「
市
民
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
小
田
原
城
周
辺

の
観
光
ま
ち
歩
き
か
ら
離
れ
、
下
曽

我
・
栢
山
・
国
府
津
の
エ
リ
ア
に
て
、

各
地
の
住
民
が
ガ
イ
ド
役
と
な
り
、

各
地
の
「
光
」
を
ご
案
内
す
る
企
画
。

「
小
田
原
ま
ち
歩
き
実
行
委
員
会
」

と
各
地
域
の
皆
さ
ん
が
準
備
を
重

ね
、
コ
ー
ス
を
設
定
。
古

い
に
し
えか

ら
の
物

語
を
秘
め
た
神
社
や
寺
院
、
田
ん
ぼ

を
支
え
る
育
苗
施
設
、
住
民
に
愛
さ

れ
て
い
る
鮮
魚
店
、
湧
水
を
使
っ
た

豆
腐
の
銘
店
、
細
い
路
地
の
向
こ
う

に
現
れ
る
海
の
眺
め
…
。
私
も
参
加

し
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
場
所
や
営

み
、
人
々
と
の
出
会
い
は
、
地
域
外

か
ら
訪
れ
た
人
た
ち
の
み
な
ら
ず
、

ガ
イ
ド
役
を
担
っ
た
ご
当
地
の
人
た

ち
に
と
っ
て
も
、
新
た
な
出
会
い
や

気
付
き
、
そ
し
て
郷
土
へ
の
誇
り
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
今
後
小
田
原
で
は
、
い
わ
ゆ
る
観

光
地
で
は
な
い
、
こ
う
し
た
各
地
域

の
「
光
」
を
、
ご
当
地
の
皆
さ
ん
自

身
が
見
い
だ
し
、
磨
き
を
か
け
、
発

信
し
、
来
訪
者
を
迎
え
る
こ
と
に
つ

な
が
る
よ
う
な
「
ま
ち
歩
き
」
を
、

多
く
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
共
に
育

て
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

※
題
字
は
小
田
原
市
長

 

―
ま
ち
歩
き
で
観
せ
る
地
域
の「
光
」
―

小田原Ｌエールは、女性の活躍推進に積極的に取り組んでいる市内
の企業などを、優良企業として認定する制度です。
認定企業を順次紹介します。

問人権・男女共同参画課 ☎33-1725

Vol.29

　当社は、小田原市をはじめとした周辺地域のインフラ工事をして
います。
　7人の女性社員は電話対応や工事申請業務などを行っており、全
従業員の21％を占めています。建設業界は男性中心だと思われが
ちで、当社も数年前までは実際にそうでした。しかし、ここ数年で
働くお母さんが増え、こどものことで休みも取りやすく、リモート
ワークにも対応するなど、
改革中です。
　今後も、働きやすさが仕
事のパフォーマンス向上に
つながり、結果的にお客様
の満足度も上げられる環境
づくりに努めていきます。

スドウ工営

　当法人は「すべての人が安心して暮らせるまちづくり」を基本理
念に、地域の福祉課題を市民と共に考え、支え合いの仕組み作りや
相談支援、ボランティア活動の推進、訪問介護サービスの提供など
を展開し、社会福祉法人認可から今年で50年を迎えました。
　職員はパートを含め75人で、女性が約8割を占めています。こど
もの急な迎えや病気に伴う早退や休みなど、臨機応変に協力・調整

できる環境が整って
いるのが特長です。
　今後も、職員一人
一人が輝き続けられ
る職場づくりに取り
組んでいきます。

小田原市社会福祉協議会

ID P30744
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これって正しい？

あなたのあなたの
ID P41526 問 健康づくり課 健康づくり課  ☎☎4747--47244724

健康豆知識クイズ

　「健診」は、身体全体の健康状態を総合的に確認して、生
活習慣病の改善を目的とします。一方「検診」は、がんなど
特定の病気を発見することが目的です。市では、年齢や性別、
保険資格などによって「健診」や「検診」を行っています。
　例えば、市国民健康保険に加入する40～74歳が対象の「特
定健診」は、主にメタボリック症候群などに着目して行って
います。単に腹囲の大きさだけを診るのでなく、高血圧や
糖尿病などが合わさり、生活習慣病などが引き起こされる
可能性が高い状態の早期発見や治療、何よりも予防を目的
としています。
　また、本市は高血圧が原因の一つとされる脳血管疾患や
心疾患による死亡率が高いということが明らかになってい
ます。「特定健診」では、それらを予防する観点から、尿検査
などで「推定１日塩分摂取量」の測定も行っています。

　受診可能な健診・検
診は、自宅に届いた封筒や、はが
きをチェックしておきましょう。

皆さんの健康に関する知識には、もしかすると誤解や思い
込みが紛れているかもしれません。健康豆知識クイズに挑
戦し、正しい知識にアップデートしていきましょう。

詳しくは
こちら

６月から６月から
健診・検診がスタート！健診・検診がスタート！

答え. 3

「○診（けんしん）」
○に入る漢字は？
1. 健　2. 検　3. 両方

第1問

ということで、
答えは…



あすの暮らしと出会う

おだ わらい ふ

●市ホームページのサイト内検索に  ID  の「P＋5桁の数」を入力し検索すると、
　詳しい内容がご覧になれます。

⃝募集記事で、定員制・申込先着順のものについては、記載がない限り申込開始日は6月10日（水）からとします。
⃝担当部署名の前に 申込 とある場合は、電話で申し込みができます。市外局番がないものは（0465）です。
⃝市役所への郵便物は、記事に指定がある場合を除き、「〒250-8555 小田原市⃝⃝課（室）」で届きます。

日  日時　期  期間　時  時間　場  場所　内  内容　対  対象　定  定員
費  費用（記載のないものは無料）　持  持ち物　出  出演　任  任期　選  選考
額  支給額・謝礼　講  講師　申  申し込み（期限があるものは必着）
Ｅ  Eメール　主  主催　関  関係課　問  問い合わせ

抜き取ってお読みください

広報小田原
デジタル版は
こちらから

お知らせお知らせ

尊徳記念館臨時休館
 ID  P41125 � 尊徳記念館 ☎︎36-2381
館内メンテナンスと設備安全点検の
ため、6月22日（月）は全館臨時休館
となります。図書の返却は、返却BOX
をご利用ください。

国民健康保険料
納入通知書の発送
 ID  P20613 � 保険課 ☎︎33-1834
国民健康保険料納入通知書を、6月中
旬に発送します。納付書同封の場合
は、納期限までに金融機関などで納
めてください。なお、3月中旬以降に
確定申告をされた人は、今回発送す
る「令和8年度国民健康保険料納入通
知書」に、所得金額などの申告内容が
反映されていない場合があります。
その場合、所得金額が判明した段階
で再計算し、7月中旬以降に、所得金
額を反映させたものを発送します。

小田原・箱根合同企業説明会
小田原箱根商工会議所 ☎︎23-1811
市内や近隣地域の企業から直接お話
しが聞ける合同企業説明会です。
参加企業　20社程度
日 6月12日（金）13：00～15：20
　 （受け付け12：30～）
　 ※�入退場自由、服装自由、申し込

み・履歴書不要
場 �小田原お堀端コンベンション

ホール
対 �大学院・大学・短大・高専・専修学

校生を含む、おおむね45歳まで
の求職者（高校生は不可）

関 産業政策課

加齢性難聴者への補聴器購
入費助成を行います
 ID  P41037 �  申込  高齢介護課 

☎︎33-1864
高齢者の、日常生活の質の向上や、認
知症予防のため、補聴器購入費の一
部を予算の範囲内で助成します。事
前相談（予約制）が必要です。 　　　
対 �65歳以上の市民で、下記の全てに

該当する人
　・�補聴器相談医および適合検査施

設で加齢性難聴の診断を受ける
　・�認定補聴器専門店または認定補

聴器販売店で新規に購入
　・�補聴器の購入後、補聴器適合検

査施設での装用訓練を受療し、
修了証明書を受領

　・�聴覚障害による身体障害者手帳
を所持しておらず、手帳取得の
基準に該当していない

　・市税を滞納していない
額 �本体購入費の50％（上限60,000円）
　 ※�補聴器を購入して装用訓練修

了後に補助金交付申請し、交付
決定後に口座に振り込みます。

申 �事前相談の予約は6月23日（火）か
ら、電話で

おだわら・はこね家族会
 ID  P18187 � 高齢介護課 ☎︎33-1864
認知症の介護者同士で、介護の悩み
や困り事などについて話します。
日 6月19日（金）10：00～12：00
場 市役所6階601会議室
対 �認知症の家族を介護している人

や認知症の人
※申し込み不要

環境美化活動表彰
 � 環境保護課 ☎︎33-1489
市内の環境美化について、顕著な活
動をしている人や団体を対象に、5
月28日に環境美化活動表彰を行い
ました（敬称略）。
●団体・個人の部
　松下運送（下府中地区）
　入生田花と緑を愛する会（大窪地区）
　下大井自治会（曽我地区）
　菅原福江（豊川地区）
　松本光明（富士見地区）
●環境美化推進員の部
　大塚洋（酒匂・小八幡地区）
　川口英造（下府中地区）
　美濃島正男（国府津地区）
　山田満裕（国府津地区）
　小澤義雄（国府津地区）

郵便局交付サービス
 ID  P25290 � 戸籍住民課 ☎︎33-1386
郵便局で証明書を取得できます。
日 �月～金曜日（祝・休日、年末年始を

除く）9：00～16：00
場 �郵便局10局（小田原・小田原板橋・

小田原国府津・小田原成田・小田
原早川・栢山駅前・酒匂・下曽我・
曽我・根府川）

●取得できる証明書と取得できる人
　・住民票の写し
　　本人または同一世帯の人
　・印鑑登録証明書
　　本人のみ
　・市県民税課税（非課税）証明書
　　本人のみ
　・�戸籍全部（個人）事項証明書、戸

籍の附票の写し
　　本人または同一戸籍の人
持 本人確認書類
　 ※�官公署が発行した顔写真付き

の本人確認書類（マイナンバー
カードや運転免許証など）1点、
または顔写真が付いていない本
人確認書類（年金手帳など）2点

　 ※�印鑑登録証明書の場合は印鑑
登録証（カード）が必要です。

街頭労働相談会
かながわ労働センター湘南支所

☎︎0463-45-3150
働く人のいろいろな悩みに、県職員
が答えます。また、労働手帳などの労
働関係資料も配布します。
日 6月11日（木）・12日（金）
　 11：00～18：00
場 ハルネ小田原うめまる広場
関 産業政策課

課税・非課税証明書
所得証明書の発行
 ID  P26866 � 資産税課 ☎︎33-1361
令和8年度課税・非課税証明書と所得
証明書を6月1日（月）から発行します。
場 �市役所2階資産税課、各タウンセ

ンター住民窓口、アークロード市
民窓口

持 本人確認書類
　 ※�資産税課への電話予約で土・日

曜日、祝・休日の発行可（マロニ
エ住民窓口、アークロード市民
窓口のみ）

　 ※�本人以外は委任状が必要な場
合があります。

市民税・県民税・森林環境税
納税通知書の発送
 ID  P25114 � 市民税課 ☎︎33-1351
令和7年中の所得と、令和8年度の市
民税・県民税・森林環境税の金額が記
載された納税通知書を、6月9日（火）
に発送します。
納付書が同封されている場合は、納
期限までに金融機関などで納めてく
ださい。
確定申告をしなかった公的年金所得者
医療費、生命保険料など源泉徴収票
に含まれない控除を追加する場合、
市民税・県民税の申告が必要です。
場 市役所2階市民税課
持 �公的年金等の源泉徴収票、控除に

必要な資料（医療費控除の明細書、
生命保険料の控除証明書など）

6月の納税
 ID  P29530 �
課税内容 市民税課　 ☎33-1351
納付関係 市税総務課 ☎33-1345

6月30日（火）は、個人市民税・県民
税・森林環境税（第1期）の納期限
です。期限までに納めてください。
口座振替をご利用の人は、納期限
の前日までに預貯金残高をご確認
ください。
※�土･日曜日､祝･休日は、マロニエ

住民窓口､アークロード市民窓
口で納付できます。コンビニ､ス
マホ決済、地方税統一QRコード
による電子納付は、原則いつで
もご利用できます。いずれも、納
付書が必要です。

保険料の納付
 ID  P36492 � ①保険課 ☎︎33-1834

②高齢介護課 ☎︎33-1840

各保険料の最初の納期限は、6月
30日（火）です。期限までに納めて
ください。口座振替をご利用の人
は、納期限の前日までに預貯金残
高をご確認ください。
①国民健康保険料第1期
②介護保険料第1期

敬老事業の見直し
 ID  P21202 � 高齢介護課 ☎33-1841

令和7年度に敬老事業の見直しを行い、令和8年度からの敬老事業について
は、次のとおりとなります。

令和8年度 令和9年度以降
地区敬老行事 79歳以上 80歳以上

88歳祝品 メッセージカードの送付
長寿夫妻祝品 終了

1おだわらいふ令和8年（2026年）　6月号　No.1286



お知らせお知らせ

ひきこもり当事者の居場所
「ふらっとプラット」

 ID  P38257 � 子ども若者支援課
☎︎46-7292

外に出るきっかけが欲しい、ひきこも
り経験者の話を聞きたい、そんなあな
たに訪ねてほしい居場所。時間内は
入退出自由で、静かに過ごすことも当
事者間で交流することもできます。
日 6月30日（火）13：30～16：30
場 UMECO会議室1・2
※事前申し込み不要

6月1日は人権擁護委員の日
 ID  P24808 � 人権・男女共同参画課

☎︎33-1725
人権擁護委員は、人権侵犯事件の調
査処理、人権相談、人権啓発活動など
を行っています。
●本市の人権相談
　日 �毎月第2火曜日13：30～15：30
　場 市役所2階市民相談室
●全国共通人権相談ダイヤル
　☎0570-003-110
　時 8：30～17：15
　※土・日曜日、祝・休日を除く

小田原Lエール申請受け付け
 ID  P30744 � 人権・男女共同参画課

☎︎33-1725
女性活躍推進を積極的に取り組む市
内企業を、その取り組み内容に応じ
て3段階に認定する「小田原Lエー
ル」の申請を受け付けます。
期 7月1日（水）～9月30日（水）
申 �市ホームページにある申請書な

ど必要書類を整えて郵送または
メールで

Ｅ �j i n k e n @ c i t y .
odawara .kana 
gawa.jp

社会を明るくする運動
 ID  P39754 � 人権・男女共同参画課 

☎︎33-1725
7月は、犯罪や非行の防止と罪を犯
した人たちの更生について理解を深
め、犯罪のない安全で安心な明るい
地域社会を築こうとする「第76回社
会を明るくする運動」の強調月間で
す。本市では、各地域で「ミニ集会」を
開催する他、小田原駅周辺において
街頭宣伝活動を行います。
一人一人が考え、犯罪や非行を生み
出さない地域づくりに取り組むこと
が大切です。この機会に一緒に考え
ましょう。

令和8年度自治会長名簿
 ID  P03364 � 地域政策課 ☎︎33-1457

自治会は、地域の皆さんで自主的に組織され、地域内の交流や
親睦に欠かせない存在です。まちづくりに参加し、互いに助け
合う住みよいまちを目指しましょう。
自治会総連合　役員　※敬称略
会　長　関野次男
副会長　宮内宏人、堀内貞治
会　計　譲原春夫
理　事　栗田康宏、脇昌丈、湯川増夫、木村秀昭、加藤純一
監　事　波多野明夫、岩崎良春、山村健蔵
地域順、太字は自治会連合会長（令和8年6月1日現在）

連合名 自治会名 会長名

緑

第1区 松下　岳
小田原駅前
第2区 栗田康宏

第3区 夏目芳夫
浦町 土谷正光
第4区 齋藤秀昭
第5区 小林俊充
竹花 磯崎和彦
小田原銀座 宮本敏幸

新玉

台宿 矢尾正樹
大工町 土屋順一
第9区 柏木隆良
第10区 土屋裕利
第11区 小玉文夫
第12区 波多野明夫
第13区 興津　誠
新宿 大木忠数

万年

第15区 芹澤宗市
第16区 山田時雄
第17区 込山匡彦
第18区
髙梨町 加藤芳永

第19区 松井雄二
第20区-1 和田道治
第20区-2
青物町 河西　聡

幸

第21区 桑原義樹
第22区 杉山宗史
第23区 栗山茂男
第24区 久保田正利
第25区 小田桐勝
第26区 栁川宗司
第27区 大濱定儀

十字

第28区 邨山　泰
第29区 堀内貞治
第30区 峯　一喜
第31区 京増敏彦
第32区 田吹雄一

片浦

石橋 竹井一弥
米神 鈴木達人
根府川 稲葉祐二
江之浦 山室尚志

早川

木地挽 脇　昌丈
みなと 富樫栄広
西組 青木義隆
中組 國見政安
東組 浦井　仁

大窪

第58区 髙木將年
第59区 大木隆正
第60区 佐野利美
第61区 楠田正宏
第62区風祭 秋山　健
第63区入生田 森川一朗
第64区 大木勝幸

山王
網一色

山王松原 金子　勝
山王西 湯川孝一
山王東 金子正史
山王70区 眞壁誠一
網一色 飯野　隆

足柄

第33区 早川隆巳
セントラルハイツ 秋山浩樹
第34区 二見幸夫
第35区 佐藤良則
第36区 根上寿雄
第37区 石井雅之

芦子

寺町 神保宗正
荻窪 府川誠二
上谷津 高島健史
中谷津 曽根田　浩
下谷津 佐久間悦夫
入谷津 横川　忠
池上 片野誠広

二川

井細田一区 堀口光夫
第43区 平松孝也
第44区 中山裕之
小田原
グリーンタウン 高頭伴与

久野

宮本 湯川増夫
坂下 山中満治
京福台 鈴木一俊
北久保 片山広明
下宿 出野　功
久野中宿 矢吹正則
星山 加藤広明
中久野 瀬戸　肇
三国 久津間秀一

久野

留場 原田髙雄
坊所 湯川　勲
欠ノ上 瀬戸祐明
舟原 黒柳俊之
諏訪の原 石井俊哉
和留沢 壇上貴史
小田原
サニータウン 岡部清作

東富水

蓮正寺第1 鳴海孝之
蓮正寺第2 清水初雄
蓮正寺第3 加藤英二
蓮正寺第4 永田秀夫
蓮正寺第5 古澤　進
蛍田駅前 尾崎正宏
霞ノ瀬 栗田哲夫
狩川 後山弘幸
蛍生会 岸　忠幸
蓮正寺住宅 吉葉茂樹
よし田 照井重勝
蛍田中央 川岸嘉啓
中曽根 大野　茂
飯田岡東 西村　豊
堀之内 岩崎良春

富水

飯田岡本村 香川邦彦
飯田岡若宮 中村芳昭
飯田岡飯中 神戸秀巳
飯田岡楠 大和田宣幸
柳新田 渡辺好己
小台 内海　勇
池田 中野　武
新屋 村越一馬
府川 稲子修平
久所 椎野博行
北ノ窪 樋口一夫
穴部 金指隆夫
穴部新田 鶴井　実
上清水 木村秀昭
下清水 京谷　守

桜井

寺下 釼持雅幸
高河原 釼持　悟
河原庭 松本基淳
西之庭 横山常昭
新屋敷 額田伸一
浅原 中村　明
東栢山中の町 岡辺直樹
東栢山学校前 三谷光正
東栢山城北 小木朝美
東栢山道下 福田文人
東栢山道上 宮内宏人
柳町 渡邊照美
西栢山 鈴木俊弘
弥生 小野昭彦

酒匂・
小八幡

酒匂1区 二見栄一
酒匂2区 有泉　恵
酒匂3区 岸　文男
酒匂4区 中村富曜

酒匂・
小八幡

酒匂5区 三橋俊哉
酒匂6区 荻野匡通
酒匂7区 川瀬　匠
酒匂8区 大谷雅彦
酒匂9区 木下祐馬
酒匂10区 古里公一郎
酒匂11区 片岡　勝
酒匂12区 川村　昇
酒匂13区 栗田宏和
酒匂14区 松浦邦夫
酒匂15区 田呂丸一光
酒匂16区 川上聖嗣
酒匂17区 原田憲彦
小八幡1区 譲原春夫
小八幡2区 長崎源市
小八幡3区 譲原祥次
小八幡4区 栗原輝久
小八幡5区 佐井幸治
小八幡6区 斉藤和幸
小八幡8区 松嶋健一
小八幡9区 大塚　洋
小八幡10区 神田勝代

下府中

下堀 志村不二男
中里1区-1 栗原　博
中里1区-2 卯月玲子
中里2区 露木幹也
矢作 官野　稔
鴨宮2区 山村健蔵
鴨宮3区 鈴木　久
鴨宮4区-1 増田　勇
鴨宮4区-2 高橋直人
鴨宮5区 杉山幸雄
大道 森重宏明

富士見

南鴨宮1区 漆﨑清治
南鴨宮2区 関野次男
南鴨宮3区 加藤　修
南鴨宮4区 山田五郎
南鴨宮5区 平川邦彦

豊川

飯泉1区 加藤純一
飯泉2区 門松幸世
飯泉3区 石川明男
東成田 米山　充
西成田 成田洋一
成和 設楽正義
桑原 沖津芳賢
富士見 細羽英昭

上府中

高田別堀西 足立久雄
高田別堀南 相良正三
高田別堀東 二見武夫
上千代 瀬戸根正一
上原 隅田清一
下千代 秋田谷　壽
永塚 宇佐美好孝
東大友 西山正明
西大友 髙梨宏樹
延清 山田隆幸

曽我

上曽我 磯崎彰一
中河原 乙部雅彦
下大井 高橋則宏
鬼柳 水野仁司
曽我大沢 前場利己
春木住宅 柿澤広明
籠場住宅 伊藤宏一
花里住宅 新鹿　勲

下曽我

曽我原 佐宗宗秋
曽我谷津 神保直也
曽我岸 関野憲司
曽我別所 川久保和美
曽我神戸 竹下啓子
曽我山岸 涌井輝男

国府津

国府津第1区 横井千和
国府津第2区 下坂　信
国府津第3区 朝倉義勝
国府津第4区 加藤知邦
国府津第5区 石塚　勇
国府津第6区 髙𣘺正則
国府津第7区 小宮誠司
国府津第8区 椎野公夫
国府津第9区 大木智春
国府津第10区 吉岡裕之
国府津第11区 川久保信良
国府津第12区 野地松雄
国府津第15区 諸星正美
国府津第16区 梅本文雄
国府津第18区 大橋サツキ
国府津第19区 斉藤　忠

前羽

西 金子弘二
中宿 廣澤智一
向原 北村千波
町屋 石塚孝一
押切 樋口治則
羽根尾 小澤英晴

下中

中村原第1区 白石丈喜
中村原第2区 嘉形仁志
中村原第3区 飯田　徹
中村原住宅 有馬貴弘
中村原第6区 千原和雄
中村原第7区 小野村美智子
小船第1区 志澤清春
小船第2区 小宮正人
山西 齊藤幸男
小竹下 竹見智二
小竹坂呂 小澤健三
小竹脇 秋山　正
明沢 秋澤勇二
沼代 林　修
上町 林　文雄
橘団地一般住宅 長谷川貴幸
さつきが丘 泉　和幸
湘南橘台住宅 桒原　徹
若葉台 峯尾　興

◆掲載されているイベントの情報は、5月15日時点の情報です。
◆各記事の詳しい情報は、市ホームページからご確認いただくか、担当課にお問い合わせください。2 おだわらいふ 令和8年（2026年）　6月号　No.1286



アクティブシニア応援ポイ
ント事業説明会
 ID  P20074 �  申込  社会福祉協議会

☎︎35-4000
アクティブシニア応援ポイント事業
の事業説明や活動内容、参加方法な
どについて説明します。
対 �本市在住の60歳以上の人20人・

申込先着順
日 ①6月12日（金）10：00〜11：00
　 ②6月23日（火）10：00〜11：00
場 ①マロニエ2階集会室203
　 ②けやき4階第3会議室
申 �①6月10日（水）②6月16日（火）ま

でに、電話で
関 高齢介護課

ファミサポ支援会員
登録時研修
 ID  P28560 �
 申込  ファミリー・サポート・センター 

☎︎070-1396-1537
ファミサポとは、子育てに関する会
員同士の相互援助活動です。支援会
員の登録に向けた研修を開催しま
す。
日 6月23日（火）10：30～12：00
場 UMECO会議室11
内 こどもまるっと基礎知識
定 20人・申込先着順
講 �野津直樹さん（小田原短期大学教授）
申 前日までに、電話で
関 子ども政策課

出前講座・体験学習をご利用
ください
 ID  P41328 � 生涯学習課 ☎︎33-1882
市職員が行政の取り組みなどを話す

「出前講座」、見学などを通して学ぶ
「体験学習」。勉強会や学校、サークル
活動などにぜひご活用ください。
詳しくは、6月下旬発行予定の「自分
時間手帖2026」をご覧ください。

水槽の清掃・点検
 ID  P09818 � 環境保護課 ☎︎33-1483
ビルやマンションなどに設置してい
る水槽の衛生管理は、設置者が責任
を持って行う必要があります。水槽は
毎年1回以上、定期的に清掃しましょ
う。有効容量が8㎥を超える受水槽の
設置者は、毎年1回以上定期的に、登
録（指定）検査機関の検査を受けるこ
とが法令で義務付けられています。

市内産100%使用の
ワインを販売します
小田原酒販協同組合 ☎︎24-2271

●小田原れもんわいん
　�農薬をできる限り使用せず栽培し

た安全・安心な市内産レモン使用
　小売価格 1,628円（720ml）
●小田原湘南ゴールドワイン
　�爽やかな香りと上品な甘さが特徴
　小売価格 1,441円（720ml）
数量限定販売　各3,000本（予定）
※�販売店舗と発売時期は、お問い合

わせください。
関 農政課

募 集募 集

看護師・保健師
（会計年度任用職員）

 ID  P39277 �  申込  健康づくり課 
☎︎47-4724

保健事業、健康相談などに従事する
看護師または保健師を募集します。
勤務条件 要相談（1回4時間程度）
場 保健センター 他
対 �看護師または保健師免許状を所

有する人若干名
任 令和9年3月31日（水）まで
　 ※更新有り
選 書類選考、面接
額 時給1,649円～　※交通費別
申 直接または電話で

都市計画道路城山多古線
および小田原山北線の開通
 ID  P41340 � 国県事業推進課

 ☎︎33-1527
都市計画道路城山多古線および小田
原山北線が開通します。
日 6月27日（土）15：00ごろ
場 �山神下交差点～穴部駅入口交差点

金次郎を学ぶ会
 ID  P41324 � 尊徳記念館 ☎︎36-2381
二宮金次郎の生誕月にちなみ、尊徳
記念館の学芸員による講座を開催し
ます。
日 7月12日（日）13：30～15：00
場 尊徳記念館３階講堂
内 「報徳の実践と小田原町の人々」
定 100人・当日先着順

男女共同参画週間展
 ID  P40971 � 人権・男女共同参画課

☎︎33-1725
男女共同参画週間（6月23日～29
日）にちなみ、性別に関わらず、誰も
がその個性と能力を十分に発揮でき
る社会を目指し、啓発展示をします。
●男女共同参画週間展
　期 6月16日（火）～29日（月）
　場 UMECO多目的コーナー
●企画展示「時代を拓

ひら

いた女性たち」
　期 6月16日（火）〜25日（木）
　場 UMECOホワイエ

下水道に異物・雨水を流さな
いで
 ID  P14263 �給排水業務課 ☎︎41-1632
水に溶けない紙や髪の毛、生理用品、
油、布類などの異物を下水道に流す
と、汚水ポンプや下水道本管の詰ま
りの原因となります。周囲の家で汚
水があふれるなど、多大な影響を及
ぼす恐れがありますので、下水道に
異物を流さないでください。
また、下水道に雨水が流れ込むと、大
雨のとき、処理場で処理しきれない
恐れがあります。雨水が誤って汚水
管に接続されていないか確認してく
ださい。

ごみ集積場所の
カラス被害を減らすために
 ID  P21022 � 環境事業センター

☎︎34-7325
これからは、気温や湿度が高くなり、
生ごみが腐りやすくなります。カラ
スなどによる、ごみの散乱を防ぎ衛
生環境を保つため、次のことを守り
ましょう。
・餌となる生ごみを減らす。
・�生ごみを出す際は、水をよく切っ

た上で新聞紙などに包み、外から
見えないようにする。

・�ごみ袋はネットの下に入れ、ネッ
トの端の隙間をなくす。

自治会に、ネット、チェーン、ボック
スの貸し出しを行っていますので、
ご相談ください。

お知らせお知らせ

教科書展示会
 ID  P40976 � 教育指導課 ☎︎33-1684
小・中学校で使用する教科書の見本を
展示します。どなたでも入場できます。
期 �6月12日（金）〜7月1日（水）　
　 ※土・日曜日を除く
時 9：00〜17：00
場 小田原合同庁舎2階2FG会議室
内 �小学校用、中学校用、特別支援学

校用、小・中学校特別支援学級用、
高等学校用の教科書

マイナンバーカードの申請サポー
トが住民窓口で始まります
 ID  P32243 � 戸籍住民課 ☎33-1386
マイナンバーカードの申請サポート
がいずみ・こゆるぎ・マロニエの各住
民窓口で6月中旬から始まります。開
始時期は前後する場合があります。
日 �平日10：00〜16：00
　 （12：00〜13：00を除く）
　 受け付け締め切り
　 午前の部11：30、午後の部15：30
持 �マイナンバーカード交付申請書

※�お持ちでない場合、事前にお問
い合わせください。

　 ・通知カード
　 ・�本人確認書類2点以上（運転免

許証、資格確認書など）
※�顔写真付き本人確認書類を含む2

点を持参で、カードを郵送で受け
取ることができます。

献血
 ID  P17481 �健康づくり課 ☎︎47-0828
病気で苦しむ多くの人の命を救うた
め、献血事業の普及啓発に努めてい
ます。ご協力をお願いします。
日 ①�6月6日（土）・14日（日）・21日（日）
　　 �10：00～12：00、13：45～16：00
　 ②6月10日（水）10：00～11：45
　 ③6月12日（金）14：00～16：00
　 ④6月20日（土）
　　 10：00～12：00、13：45～16：00
　 ⑤6月22日（月）10：00～11：30
　 ⑥6月28日（日）
　　 10：00～12：00、13：45～16：00
場 ①ダイナシティイースト
　 ②相日防災
　 ③鈴廣かまぼこ
　 ④ミナカ小田原
　 ⑤小田原税務署
　 ⑥�フレスポ小田原シティーモール

パブリックコメント（市民意見）
 ID  P04405 � 広報広聴室 

☎︎33-1263 FAX32-4640

政策などの案と意見記入用紙は､
担当課､タウンセンター､図書館な
どに配架する他､市ホームページ
に掲載します｡
申 �期間内に､担当課まで直接､郵送
（当日消印有効）､ファクスまたは
市ホームページの投稿フォームで

意見提出期間
6月15日（月）～7月14日（火）
政策などの案の題名 担当課
小田原市行政手続
条例等の一部改正

総務課
☎33-1293

小田原市体育施設
条例等の一部改正

スポーツ課
☎38-1148

申込先着順で開始日の記載がない場合、 申込開始は6月10日（水） から 3おだわらいふ令和8年（2026年）　6月号　No.1286

市職員
 ID  P37569 � 職員課 ☎︎33-1241

令和8年10月1日以降に採用する職員を募集します。受験資格や申込方法な
ど、詳しくは市ホームページにある「職員採用試験案内」をご覧ください。

経験者対象通年募集
職種 受験資格 採用予定人数

土木技術/建築技
術/建築設備技術
/電気技術/保育
士・幼稚園教諭

職種ごとに異なる
※�詳しくは、市ホームページをご覧く

ださい。
若干名



募 集募 集

超短編作品を創作
小田原駅東口図書館 ☎︎20-5577

テーマに沿って500文字以内で創作
した物語を応募ください。8月に予
定しているワークショップで最優秀
作品を発表します。
詳しくは応募用紙でご確認ください。
テーマ 猫・城・かまぼこ
期 6月1日（月）～7月20日（祝）
申 �応募用紙を書いて、直接
　 ※作品は返却しません。

キャリア教育（仕事体験）
 ID  P37576 � 職員課 ☎︎33-1241
学生を対象としたキャリア教育（仕
事体験）への参加者を募集します。
日 7～8月中の数日間
　 （応募コースにより異なります）
対 �大学（大学院を含む）、短期大学、

高等専門学校、専門学校、高等学
校に在籍する学生

申 �申し込み方法や受け付け期間な
どは、市ホームページをご確認く
ださい

認知症サポーター養成講座
 ID  P33877 �  申込  高齢介護課 

☎︎33-1864
認知症への正しい知識と理解を持
ち、地域で認知症の人やその家族に
対してできる範囲で手助けする「認知
症サポーター」を養成する講座です。
日 6月24日（水）14：00～16：00
場 �TOTOCO小田原2階多目的室
対 �市内在住・在勤・在学

の人30人・申込先着順
申 �前日までに、電話また

は電子申請システムで ▲�電子申請
　システム

大人のためのおはなし会
 申込  小田原駅東口図書館

 ☎︎20-5577
日 6月20日（土）11：00～11：45
場 小田原駅東口図書館
定 20人・申込先着順
申 �6月11日（木）9：00

から直接、電話また
は申込フォームで

夏の読書会
 申込  小田原駅東口図書館

 ☎︎20-5577
テーマは「おすすめの漫画」。紹介し
たい漫画を持ち寄り、交流します。
日 7月5日（日）10：30～11：45
場 小田原駅東口図書館
対 中学生以上20人・申込先着順
持 お薦めの漫画
申 �6月18日（木）9：00

から直接、電話また
は申込フォームで

おくちのけんこう
フェスティバル
 ID  P39630 �健康づくり課 ☎︎47-4723

「その口内炎、大丈夫？口腔がんか
も…」をテーマに講演会を実施しま
す。
堀ちえみさんをゲストに迎え、専門
医とともに口腔がんの実態と早期発
見、治療について学びます。
日 �7月26日（日）14：00～16：30
　 （受け付け13：00～）
場 �三の丸ホール大ホール、ホワイエ

など
内 �口腔外科の専門医および堀ちえみ

さんによる講演会、パ
ネル展示など

定 800人・申込先着順
申 �7月20日（祝）までに、

申込フォームで

▲申込フォーム

▲�申込フォーム

▲�申込フォーム

かもめ名画座
 ID  P14250 � 中央図書館(かもめ)

 ☎︎49-7800
日 6月19日（金）13：30～
　 （開場13：00）
内 �「父と暮らせば」（2004年・日本・99

分）
　�井上ひさし原作の、原爆投下から3

年後の広島が舞台の人間ドラマ。
定 80人・当日先着順
主 かもめ図書館フレンズ

かながわ　
にじいろ・ほっとスペース
 ID  P36270 �  申込  かながわにじいろ・

ほっとスペース
☎︎045-306-6769

20代以下の性的マイノリティの人
や、その家族の交流会です。
日 6月21日（日）14：30～16：30
場 �小田原駅付近の公共施設（詳しく

は申込者に連絡）
申 �6月19日（金）16：00までに、電話

またはかながわにじ
いろ・ほっとスペー
スホームページで

関 �人権・男女共同参画課

成年後見制度利用促進
審議会委員
 ID  P34112 � 福祉政策課 ☎︎33-1892

「おだわら成年後見制度利用促進指
針」に基づき、成年後見制度に関する
施策について審議します。
対 �本市に住民登録があり、令和8年

4月1日現在18歳以上で、平日の
昼間の会議に参加できる人・若干
名

任 2年間（会議は年2回程度）
選 面接
額 会議1回につき10,000円
申 �市役所2階福祉政策課、各タウン

センター住民窓口、アークロード
住民窓口または市ホームページ
にある応募用紙に、必要事項を書
いて、6月24日（水）までに、直接
または郵送で

▲ホームページ

HP

東口図書館定例音楽会
 申込  小田原駅東口図書館

 ☎︎20-5577
アイルランド音楽の生演奏と朗読を
行います。
日 �6月28日（日）①11：00～12：15
　 ②14：00～15：15
場 小田原駅東口図書館
定 各40人・申込先着順
出 �木村穂波さん（ボタンアコーディ

オン）、福島開さん（フィドル）、松
野直昭さん（ギター・バンジョー）、
安西紗和子さん（朗読）

申 �6月12日（金）9：00から直接また
は電話で

　 ※�①②の両方を申し込むことは
できません。

市立総合医療センター
市民公開講座
 ID  P29865 � 経営管理課 ☎︎34-3175
市立総合医療センターの医師などが
講座を開催します。　
日 6月27日（土）10：00～12：00
場 ①市立総合医療センター5階講堂
　 　※�前回までと会場が異なります。
　 ②Zoom
内 ❶�「市立総合医療センターの概要

について」
　 ❷�「血糖値だけではない糖尿病診

療」
　 ❸�「糖尿病治療のいま」
　 ❹�「糖尿病のある暮らしを支える

看護」
　 ❺�「続けられる糖尿病の食事」
　 ❻「糖尿病の薬と安全につきあう」
定 �①②各80人・①当日先着順、②申

込先着順
講 ❶�杉山和人（施設用度課）
　 ❷�佐々木奈都江（糖尿病内分泌内科）
　 ❸上田絢美（糖尿病内分泌内科）
　 ❹��杉山美紀（看護部）
　 ❺髙林有紀（栄養科）
　 ❻江島遥子（薬剤科）
申 �①会場に直接②6月25日（木）ま

でに、市立総合医療センターホー
ムページの申込フォームで

スマホ教室
 ID  P32503 �  申込  デジタル推進課 ☎︎33-1733

●市内の携帯販売事業者4社の協力による講習
開催日 時間 場所 コース・内容 定員

６月26日（金）
13：30～14：30 UMECO

会議室11
はじめてのスマホ 各回

8人程度15：00～16：00 基本編

７月９日（木）
13：30～14：30 いずみ

集会室201
基本編 各回

8人程度15：00～16：00 応用編

　内 はじめてのスマホ：スマホを持っていない人向け
 　　基本編：基本的な操作方法、動画、音声操作など
 　　応用編：防災アプリ、テレビ、ラジオなど
　対 市内在住の人・申込先着順
　申 6月10日（水）9：00から電話または申込フォームで　
　　 ※�申し込み人数の状況により、開催中止となる場合があり

ます。
　　　　
●講師を務める各販売事業者の店舗でもスマホ教室や相談を行っています。
　時間など詳しくは、各店舗に電話でお問い合わせください。　　　
　・ソフトバンクダイナシティ小田原　☎46-1666
　・ドコモショップ小田原東店　　　　☎49-8881　　　　　　　
　・a

エーユー

u S
ス タ イ ル

tyle小田原富水店　　　　　　☎39-5001

▲申込フォーム

高齢者体操教室
 ID  P03389 �  申込  高齢介護課 ☎33-1864

①〜④共通
　対 �市内在住の65歳以上の人①②

各70人③④各50人・多数抽選
　申 �6月11日（木）～18日（木）に、電

話または市ホームページで
※申し込みは、1人1会場まで。
※�詳しい日程は、参加者に改めてお

伝えします。
※�医師から運動を止められている人、
「65歳からの筋トレ教室」に参加し
ている人は、申し込みできません。

※�各会場当選番号順に前半・後半と
時間を分けて実施します。前半・後
半の希望は受け付けていません。

ストレッチや音楽に合わせた体操を通
じて、運動機能の維持・向上を図ります。
①いそしぎ
　日 �8月3日〜11月30日の毎週月曜日
　　 �13：10〜14：05、14：10〜15：00
②おだわら総合医療福祉会館
　日 �8月4日〜11月24日の毎週火曜日
　　 13：10〜14：05、14：10〜15：00
③小田原スポーツ会館
　日 �10月7日〜11月25日の毎週水曜

日（日程変更の可能性あり）
　　 12：10〜13：00、13：00〜13：55
④梅の里センター
　日 �8月6日〜11月19日の毎週木曜日
　　 9：40〜10：35、10：40〜11：30

◆掲載されているイベントの情報は、5月15日時点の情報です。
◆各記事の詳しい情報は、市ホームページからご確認いただくか、担当課にお問い合わせください。4 おだわらいふ 令和8年（2026年）　6月号　No.1286
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小田原城花育成
ボランティア
 ID  P39250 �

 申込  小田原城総合管理事務所 
☎︎23-1373

城址公園を、より美しく魅力的にし
ていくためのボランティアです。
内 �月に6日程度（平日）、花菖

しょうぶ

蒲の植
替えやアジサイ、低木の剪

せんてい

定など
申 平日に電話で

市民活動・協働応援制度補助
金交付事業報告会
 ID  P40974 �  申込  地域政策課

☎︎33-1458　FAX 34-3822
昨年度に実施された、市民活動・協働
応援制度補助金交付事業9件の報告
会を開催します。
日 �6月28日（日）13：00～16：30予

定（2部構成）
場 UMECO会議室1～3
定 60人・申込先着順
申 �6月25日（木）までに、電話、ファ

クスまたはメールで
Ｅ �sh im in -k@c i t y .odawara .

kanagawa.jp
共催 UMECO

普通救命講習Ⅰ
 ID  P00490 � 救急課 ☎︎49-4441
成人の心肺蘇

そ せ い

生法とAEDの取り扱い
について学びます。
日 �①7月12日（日）9：30〜11：30
　 　※�受講する場合は、指定期間に

総務省消防庁のウェブ講習
を受講する必要があります。

　 ②7月24日（金）9：00〜12：00
場 ①�開成町民センター（開成町延沢

773）
　 ②市消防本部
対 �中学生以上（市消防本部管内に在

住・在勤・在学の人を優先）各日15
人・申込先着順

申 �6月11日（木）か ら 電 話（9：00～
17：00）で 予 約 後、6月25日（木）
17：00までに申請書を最寄りの
消防署所へ直接

イベントイベント

５/30（土）～６/14（日）
小田原城あじさい花菖蒲まつり
 ID  P38098 �小田原城あじさい花菖蒲

まつり実行委員会 ☎︎23-1373
ボランティアの皆さんが丹精込めて
手入れした約10,000株の花菖蒲と
約2,500株のアジサイが6月に見頃
を迎えます。
場 小田原城本丸東堀・花菖蒲園
関 小田原城総合管理事務所

6/24（水）～28（日）
第79回市美術展覧会（後期）
 ID  P37860 � 文化政策課 ☎︎33-1706
市民の美術作品を公募し、展示する美
術展を前期・後期に分けて2カ月連続
で開催します。会期中、審査員が来場
者に作品解説を行うギャラリートー
クを開催する他、最終日には出品者
向けに審査員による講評を行いま
す。
部門：工芸・書道・写真・共同作品
時 �10：00～18：00（最終日16：00まで）
　 ※�ギャラリートークは6月24日

（水）14：00〜15：00
場 �三の丸ホール展示室、ギャラリー

回廊1・2階、スタジオ
※作品の搬入は6月21日（日）
　10：00〜12：00

7/5（日）
いずみサークル発表会
 ID  P41323 � いずみ ☎︎37-9111
いずみを利用しているサークルの活
動発表会です。
時 10：00～15：00
場 いずみ
内 ・展示（書道、絵手紙、自治会活動）
　 ・体験（書道、スポーツ吹矢）
　 ・�発表（スポーツ吹矢、民謡踊り、

リコーダー、スクエアダンス、レ
クダンス、合唱、オカリナ、日本
舞踊、ウクレレ、三線）

関 地域政策課

こども・子育てこども・子育て

7月の乳幼児健診
 ID  P14159 � 子ども若者支援課

☎︎46-7025
事業名 対象・実施日など

4カ月児健診 15日（水）・23日（木）
1歳6カ月児健診　7日（火）・16日（木）
2歳児歯科健診 8日（水）・22日（水）
3歳児健診 9日（木）・14日（火）
8〜9カ月児健診 取扱医療機関にて

※�乳幼児健診の対象者には、個別に
健診の日時をご案内します。

※�状況により日程などを変更する場
合があります。

小田原球場の一般開放日
 ID  P16509 �  上府中公園管理事務所

☎︎42-5511
8月の一般開放日は、16日（日）です。
8月の利用申し込み
申 �6月1日（月）〜20日（土）に、市ホーム

ページの公共施設予約サービスで
関 みどり公園課

久野霊園の使用者
 ID  P37746 �みどり公園課 ☎︎33-1583
応募区画数　�51区画（4㎡ 32区画、6

㎡ 19区画）
対 �応募の時点で市内に1年以上居住

している人
　 ※�自宅などで焼骨を保管してい

ない人も対象　　
申 �7月1日（水）〜31日（金）に、申請書

に必要書類を添えて直接
※�8月13日（木）開催の選考会で使用

希望区画を確認し、希望が重複す
る場合は抽選（焼骨を自宅などで
保管している人を優先）

トレーニングルーム利用者
講習会〈7月分〉

 申込  小田原アリーナ ☎︎38-1144
日 毎週月曜日19：00～20：00 
　 毎週水曜日14：00～15：00 
　 毎週木曜日11：00～12：00  
　 毎週土曜日19：00～20：00 
　 毎週日曜日11：00～12：00 
　 ※�7月8日（水）・18日（土）・23日

（木）・26日（日）・27日（月）を除く
対 �高校生以上各日15人・申込先着順
申 �6月15日（月）9：00から、電話また

は窓口で
関 スポーツ課
●�スポーツ会館
　�改修工事により7月21日（火）〜8月

31日（月）はトレーニングルームの
利用はできません。7月・8月のト
レーニング講習会についても実施
いたしません。

　関 産業政策課

ジュニア＆レディース
テニス教室

体育協会 ☎︎38-3310
日 �7月23日（木）・25日（土）・28日

（火）・30日（木）、8月1日（土）・4日
（火）・6日（木）（全7回）

　 9：00〜11：00
　 ※予備日は8月8日（土）
場 小田原テニスガーデン
対 �県西地域在住・在勤・在学の人
　 各部申込先着順
　 ジュニアの部
　 �小学4年生〜中学3年生30人
　 レディースの部
　 16歳以上の女性25人
費 �4,000円（傷害保険料含む）
講 �小田原テニス協会指

導員
申 �7月10日（金）までに、

ホームページで
関 スポーツ課

▲�体育協会
ホームページ

HP

各種スポーツ教室
小田原アリーナ ☎︎38-1144

令和8年度第2期（7～9月）の各種教
室の申し込みを受け付けます。
●小田原アリーナ
　・健康運動教室（約55教室）
●城山陸上競技場
　・ランニング教室
　・�大人のヒップホップ教室
申 �小田原アリーナ窓口

に直接・申込先着順
関 スポーツ課

青少年指導者養成講座
「川遊び編」

 ID  P41227 �子ども政策課 ☎︎33-1723
指導者としての知識を習得する場
で、こどもと安全に体験学習を行うた
めのスキルを身につける講座です。
日 7月4日（土）10：00～16：00
場 �山北町河内川
　 ※�清水ふれあいセンター（山北町

川西688）に集合
対 �青少年育成やこどもとの体験活

動に関心のある高校生以上の人
30人・申込先着順

講 角原清志さん（and LIF）
費 1,000円
申 �6月23日（火）までに、

電子申請システムで

バスで行くお出かけスポーツ
～富士川ラフティング～

体育協会 ☎︎38-3310
大自然の中、ボートで川を下り、御殿
場高原ビールレストランでランチ
ビュッフェをお楽しみください。
日 8月8日（土）
　 集合� ①小田原駅西口6：00
　　　  ②小田原アリーナ6：30
場 静岡県富士宮市
対 �市内在住の小学生以上40人・申

込先着順
費 �小・中学生9,000円／高校生以上

11,000円（傷害保険
料含む）

申 �6月15日（月）8：30か
ら、ホームページで

関 スポーツ課

▲�小田原
　アリーナ

▲�電子申請 
システム

▲�体育協会
ホームページ

HP

〈三の丸ホール文化事業〉　ミュージカル
『ALICE THE MUSICAL ～「不思議の国のアリス」より～』
� 三の丸ホール ☎20-4152

B席5,500円
　 ※未就学児入場不可
出 �田中夢羽（アリス）、藤田朋子（ハー

トの女王）、ROLLY（帽子屋ハッ
ター）、土屋アンナ（チェシャ猫） 他 

申 �6月27日（土）10：00か ら 窓 口 発
売、ウェブ予約開始

主 三の丸ホール 

◀︎�予約サイト
　（無料の会員登録が必要）

日 10月31日（土）13：00開演
　 （12：00開場） 
場 三の丸ホール大ホール 
内 �原作は「不思議の国のアリス」。誰

もが知っている「ALICE」の誰も
知らなかった物語を描いたミュー
ジカルが三の丸ホールにやって
来る！怪しくも美しい世界観と心
揺さぶるストーリーを家族でお楽
しみください。  

費 �全席指定S席11,000円、A席8,800円、

申込先着順で開始日の記載がない場合、 申込開始は6月10日（水） から 5おだわらいふ令和8年（2026年）　6月号　No.1286



定例イベント
松永記念館
� 郷土文化館�☎︎23-1377
●茶室公開  ID  P25001  
　日 6月14日（日）10：00～15：00
　場  松永記念館茶室「葉雨庵」「烏薬亭」
● ワークショップ「抹茶を点ててみ

よう！」  ID  P40427 �
　日  7月5日（日）①10：00～②11：00～③

13：00～④14：00～（各回30分間）
　内  茶

ちゃせん

筅や茶碗など道具の基本の
扱い方と、おいしい抹茶の点

た

て
方をお伝えします。

　定 各回6人・申込先着順
　費 500円

小田原競輪
事業課�☎︎23-1101

●小田原本場開催
　・ モーニング・楽天Kドリームス杯（FⅡ）
　　期 6月14日（日）～16日（火）
　・ サンケイスポーツ杯争奪戦（FⅠ）
　　期 6月22日（月）～24日（水）
　・ モーニング・おトクにPLAY!オッ

ズパーク杯（FⅡ♡）
　　期 7月10日（金）～12日（日）
●場外開催
　・ 岐 阜（GⅢ）、高 松 宮 記 念 杯（G

Ⅰ・岸和田） 他
　　期 6月11日（木）～24日（水）
　・取手記念（GⅢ） 他
　　期 6月27日（土）～30日（火）
　・小松島記念（GⅢ） 他
　　期 7月2日（木）～5日（日）
　・前橋（GⅢ） 他
　　期 7月10日（金）～12日（日）
※ モーニングは開門後からレースを

観戦できます。
※♡はガールズケイリン
※ ナイターは、3R以降
（予定）は前売りのみ ▲小田原競輪

HP

尊徳記念館
 ID  P07325 � 尊徳記念館�☎︎ 36-2381
●二宮尊徳生家いろり燻

くんじょう

蒸
日  6月27日（土）、7月11日（土）
　 9：00～11：30
場 二宮尊徳生家

わんぱくらんど
わんぱくらんど�☎︎24-3189

●ふれあい動物園
　日 6月27日（土）10：00～15：00
　場 ふれあい広場
　※雨天中止

UMECO
UMECO�☎︎24-6611

●UMECO企画展
　・男女共同参画週間展~啓発展示〜
　　期 6月16日（火）～29日（月）
　・UMECO七夕展
　　期 7月1日（水）～8日（水）
　・ 総合型地域スポーツクラブって

なんだろう？
　　期 7月9日（木）～27日（月）
　場 多目的コーナー
　・男女共同参画週間展〜企画展示〜
　　期 6月16日（火）～25日（木）
　・ 市民活動・協働応援制度補助金

交付事業活動報告パネル展
　　期 6月26日（金）～7月9日（木）
　場 ホワイエ
●アクティブサロン
　・甲骨文字をかいてみよう
　　日 7月5日（日） 10:00～15:00
　共催 書道指導者育成協会
　場 活動エリア、交流エリア
※ 時 間 な ど 詳 し く は

UMECOホームペー
ジをご確認ください。

▲UMECO

HP

小田原宿なりわい交流館
 ID  P02188 �  申込 �小田原宿なりわい交流館

☎︎ 20-0515
● なりわい交流館お気軽まち歩きツアー
　日 毎日①10：30（集合10：15）
　　 　　②13：15（集合13：00）
　定 10人・申込先着順
　費 500円（小学生以下無料）
　申 電話で 
●小田原ちょうちん製作体験
　日 毎週日曜日10：00～16：00
　　 （最終受け付け15：00）
　費 1,500円
● 東海道とかまぼこ通りの欲張りま

ち歩きツアー
　日 6月20日（土）10：00～12：30
　定 20人・申込先着順
　費 1,000円（小学生以下無料）
　申  6月17日（水）までに、電話また

はメールで
●軒先市
　日 6月13日（土）・27日（土）
　　 10：00～15：00
●なりわい市
　日 7月4日（土）
　　 10：00～15：00
●こども将棋教室
　日 6月20日（土）10：00～12：00
　定 20人・申込先着順
　申  6月17日（水）までに、電話また

はメールで
●小田原宿落語会
　日 6月27日（土）14：00～（開場13：30）
　定 30人・申込先着順
　費 1,000円
　出 春風亭朝枝
　申  6月24日（水）までに、電話また

はメールで
Ｅ  nar iwai -order@odawara-

kankou.com

フラワーガーデン
 ID  P04133 � フラワーガーデン

☎︎34-2814
※ 月曜日休園（祝・休日の場合は、翌

日以降最初の平日が休園）
●朝市（売切れ次第終了）
　日 毎週日曜日10：00～15：00
●ヒスイカズラフォトコンテスト
　期 6月21日（日）まで
●花菖

しょうぶ

蒲・睡
すいれん

蓮まつり
　期  6月21日（日）までの
　　 9：00～17：00
●なるほど園芸講座
　日 6月21日（日）10：30～11：30
　講  大坪孝之さん（日本梅の会会長）
●キラキラ☆七夕まつり
　期  6月27日（土）～7月5日（日）

上府中公園
上府中公園管理事務所�☎︎42-5511
● 湘南オーガニックファーマーズ

マーケット
　日  6月13日（土）・20日（土）、7月4日

（土）10：00～13：00
　※荒天中止
●おもちゃ作り教室
　日 6月21日（日）、7月5日（日）
　　 10：00～12：00、13：00～15：00
　場 親水広場　
　対 小学生以下
　費 100～400円（材料費）
　　 ※ 作るもので金額が異なります。
　※雨天中止
● カミイチ（かみふなか

クラフト市）
　日  6月27日（土）
　　 10：00～16：00
　※荒天中止

▲カミイチ
　Facebook

片浦小学校の学校公開
 ID  P39459 � 教育指導課 ☎︎33-1682

 申込  片浦小学校 ☎︎29-0250
日 6月13日（土）9：20〜10：50
対 令和9年度新1年生の保護者
申 �6月12日（金）12：00までに、片浦

小学校に電話で

2026年度放課後児童クラブ
夏休み入所者募集
 ID  P40972 � 教育総務課 ☎︎33-1731
対 �市内在住で、同居する保護者の就

労などにより、家庭で見守りを受
けられない小学生

申 �6月10日（水）から市役所5階教育
総務課と各放課後児童クラブで
配布する書類（市ホームページか
らも入手可）に必要事項を記載
し、6月30日（火）までに、教育総
務課または各放課後児童クラブ
に直接

　 ※�教育総務課宛てのみ郵送可
 　　（6月30日（火）必着）
 　※�審査結果や定員超過により、入

所できない場合があります。

こども映画会と
金次郎のおはなし
 ID  P07859 � 尊徳記念館 ☎︎36-2381
映画を見て、金次郎が暮らしていた
頃の遊びや学びを体験します。
日 6月28日（日）
　 10：00~10：45（開場9：50）
場 尊徳記念館1階ガイダンス室
内 ・映画「織姫と彦星」
　 ・アニメDVD「二宮金次郎」
　 ・昔の遊び体験 「紋切り」
定 50人・当日先着順

3カ月のあかちゃんあつまれ！
 ID  P33977 � 子ども若者支援課

☎︎46-7025
日 6月19日（金）14：00〜15：00
　 （受け付け13：30〜）　
場 保健センター2階集団検診室
内 �赤ちゃんの身体測定、親子ふれあ

い遊び講座、育児相談
対 令和8年3月生まれの第1子と親
持 �母子健康手帳、バスタオル、おむ

つ、ミルク、着替え
※申し込み不要

こども・子育てこども・子育て

2026夏休みおもしろ学校
 ID  P41334 �  申込  生涯学習課

☎︎33-1711
工作や運動、音楽などの体験教室で
す。各講座の詳しい内容は、市ホーム
ページをご確認ください。
日 7月31日（金）、8月1日（土）
　 午前の部10：00～11：30
　 午後の部13：30～15：00
場 けやき
対 小学生
定 各講座による・多数抽選
費 300円（教材費別）
申 �6月26日（金）～7月5日（日）に 電

子申請システムで
　 ※�定員に達しなかっ

た講座のみ、7月10
日（金）から電話受
け付け・申込先着
順

▲�電子申請 
システム

こどもかいぎ
 ID  P38116 �  申込  中央図書館（かもめ）

☎︎49-7800
こどもたちが輪になり、テーマに
沿って自由に話し合うワークショッ
プです。自分の意見を発見したり、そ
の想いを言葉にのせて表現したり、
友達の声に耳を傾けたりする経験を
通して、思考力や表現力、コミュニ
ケーション能力を伸ばします。
日 �6月28日（日）①9：30～10：30
　 ②10：50～11：50
対 �①年長・小学1年生②小学2～3年

生（保護者同席）
場 中央図書館2階研修室
定 各回10人・申込先着順
講 �本間彩さん（オルタナ

ティブスクールイロ
トリドリ代表）

申 �電話または申込フォームで
▲�申込フォーム

◆掲載されているイベントの情報は、5月15日時点の情報です。
◆各記事の詳しい情報は、市ホームページからご確認いただくか、担当課にお問い合わせください。6 おだわらいふ 令和8年（2026年）　6月号　No.1286



 ID  P29355 �� おだわら子ども若者教育支援センター・はーもにぃ�
日  毎週月～金曜日（祝・休日を除く）9：00～17：00　　
場 おだわら子ども若者教育支援センター・はーもにぃ

妊娠期から青壮年期の相談は「はーもにぃ」へ

妊娠・育児に関する相談
子ども若者支援課
☎︎46-6125

母子健康手帳の交付や育児の相談など、保健師・助
産師が、妊娠期から安心して出産・育児に向かえる
ようサポートします。

こどもに関する相談
子ども若者支援課
☎︎46-6763

こどもからの相談、子育て（18歳未満のこどもに関
するもの）に関するさまざまな相談をお受けします。
時間外の児童虐待相談は☎︎189にご連絡ください。

こどもの発達に関する相談
子ども若者支援課
☎︎46-6787

主に就学前までのこどもの発達についての相談を
お受けします。

就学相談
教育指導課
☎︎46-6073

 年長のこどもの小学校入学後の支援や環境につい
て相談をお受けします。

教育相談
教育指導課
☎︎46-6034

  市内在住の小・中学生に関するさまざまな相談をお
受けします。

●専門職相談日
　保育コンシェルジュ
　日 ①6月18日（木）10：00～12：00
　　 ②6月25日（木）10：00～12：00
　　 ③6月26日（金）13：30～15：30
　場  ①マロニエ②おだぴよ③いずみ
　定 各4組
※ 定員のあるイベントは、申込先着

順です｡参加希望の人は､各セン
ターにお申し込みください｡

子育て支援センター
イベント・講座情報▶︎ 

HP

●ヨチヨチデー
　7～11カ月の乳児限定ひろばです。
　日  ①6月24日（水）10：00～12：00
　　 ②7月3日（金）13：45～15：45
　　 ③7月9日（木）14：30～16：30
　場 ①いずみ②マロニエ③おだぴよ
●双子ちゃんデー
　日 6月24日（水）10：00～11：30
　場 おだぴよ
●はれの日
　 お子さんの発達や特性に不安を感

じている親子のひろばです。
　日 ①6月19日（金）10：00～12：00
　　 ②6月22日（月）10：00～12：00
　　 ③7月2日（木）10：00～12：00
　　 ④7月6日（月）10：00～12：00
　　 ※ ①④参加者同士のお話会（ボ

ランティアさんも来ています）
②③親子で自由に遊べます

　場 ①③いずみ②④マロニエ

●おしゃべりたいむ
　 助産師さんと一緒にお産のこと、

子育てのこと何でもおしゃべりし
ましょう。

　日 6月16日（火）13：45～15：15
　場 マロニエ
　定 4組
　対 プレママから先輩ママまで
●赤ちゃんデー
　6カ月までの乳児限定ひろばです｡
　日 ①6月11日（木）14：00～16：00
　　 ②6月25日（木）13：45～15：45
　　 ③7月2日（木）14：30～16：30
　場 ①いずみ②マロニエ③おだぴよ
●すくすく赤ちゃんデー
　 0歳児と保護者の会です。妊婦さん

や上の子も一緒に参加できます。
　日 6月12日（金）10：00～11：30
　場 こゆるぎ　
●赤ちゃんひろば
　日 6月18日（木）14：30～16：30
　場 おだぴよ
　定 10組

子育て支援センター関連イベント
 ID  P02036 　子ども政策課�☎︎33-1874

マロニエ子育て支援センター�☎︎48-8698　おだぴよ子育て支援センター�☎︎20-5155
いずみ子育て支援センター�　☎︎37-9077　こゆるぎ子育て支援センター�☎︎43-0251

定例イベント
松永記念館
� 郷土文化館�☎︎23-1377
●茶室公開  ID  P25001  
　日 6月14日（日）10：00～15：00
　場  松永記念館茶室「葉雨庵」「烏薬亭」
● ワークショップ「抹茶を点ててみ

よう！」  ID  P40427 �
　日  7月5日（日）①10：00～②11：00～③

13：00～④14：00～（各回30分間）
　内  茶

ちゃせん

筅や茶碗など道具の基本の
扱い方と、おいしい抹茶の点

た

て
方をお伝えします。

　定 各回6人・申込先着順
　費 500円

小田原競輪
事業課�☎︎23-1101

●小田原本場開催
　・ モーニング・楽天Kドリームス杯（FⅡ）
　　期 6月14日（日）～16日（火）
　・ サンケイスポーツ杯争奪戦（FⅠ）
　　期 6月22日（月）～24日（水）
　・ モーニング・おトクにPLAY!オッ

ズパーク杯（FⅡ♡）
　　期 7月10日（金）～12日（日）
●場外開催
　・ 岐 阜（GⅢ）、高 松 宮 記 念 杯（G

Ⅰ・岸和田） 他
　　期 6月11日（木）～24日（水）
　・取手記念（GⅢ） 他
　　期 6月27日（土）～30日（火）
　・小松島記念（GⅢ） 他
　　期 7月2日（木）～5日（日）
　・前橋（GⅢ） 他
　　期 7月10日（金）～12日（日）
※ モーニングは開門後からレースを

観戦できます。
※♡はガールズケイリン
※ ナイターは、3R以降
（予定）は前売りのみ ▲小田原競輪

HP

尊徳記念館
 ID  P07325 � 尊徳記念館�☎︎ 36-2381
●二宮尊徳生家いろり燻

くんじょう

蒸
日  6月27日（土）、7月11日（土）
　 9：00～11：30
場 二宮尊徳生家

わんぱくらんど
わんぱくらんど�☎︎24-3189

●ふれあい動物園
　日 6月27日（土）10：00～15：00
　場 ふれあい広場
　※雨天中止

UMECO
UMECO�☎︎24-6611

●UMECO企画展
　・男女共同参画週間展~啓発展示〜
　　期 6月16日（火）～29日（月）
　・UMECO七夕展
　　期 7月1日（水）～8日（水）
　・ 総合型地域スポーツクラブって

なんだろう？
　　期 7月9日（木）～27日（月）
　場 多目的コーナー
　・男女共同参画週間展〜企画展示〜
　　期 6月16日（火）～25日（木）
　・ 市民活動・協働応援制度補助金

交付事業活動報告パネル展
　　期 6月26日（金）～7月9日（木）
　場 ホワイエ
●アクティブサロン
　・甲骨文字をかいてみよう
　　日 7月5日（日） 10:00～15:00
　共催 書道指導者育成協会
　場 活動エリア、交流エリア
※ 時 間 な ど 詳 し く は

UMECOホームペー
ジをご確認ください。

▲UMECO

HP

小田原宿なりわい交流館
 ID  P02188 �  申込 �小田原宿なりわい交流館

☎︎ 20-0515
● なりわい交流館お気軽まち歩きツアー
　日 毎日①10：30（集合10：15）
　　 　　②13：15（集合13：00）
　定 10人・申込先着順
　費 500円（小学生以下無料）
　申 電話で 
●小田原ちょうちん製作体験
　日 毎週日曜日10：00～16：00
　　 （最終受け付け15：00）
　費 1,500円
● 東海道とかまぼこ通りの欲張りま

ち歩きツアー
　日 6月20日（土）10：00～12：30
　定 20人・申込先着順
　費 1,000円（小学生以下無料）
　申  6月17日（水）までに、電話また

はメールで
●軒先市
　日 6月13日（土）・27日（土）
　　 10：00～15：00
●なりわい市
　日 7月4日（土）
　　 10：00～15：00
●こども将棋教室
　日 6月20日（土）10：00～12：00
　定 20人・申込先着順
　申  6月17日（水）までに、電話また

はメールで
●小田原宿落語会
　日 6月27日（土）14：00～（開場13：30）
　定 30人・申込先着順
　費 1,000円
　出 春風亭朝枝
　申  6月24日（水）までに、電話また

はメールで
Ｅ  nar iwai -order@odawara-

kankou.com

フラワーガーデン
 ID  P04133 � フラワーガーデン

☎︎34-2814
※ 月曜日休園（祝・休日の場合は、翌

日以降最初の平日が休園）
●朝市（売切れ次第終了）
　日 毎週日曜日10：00～15：00
●ヒスイカズラフォトコンテスト
　期 6月21日（日）まで
●花菖

しょうぶ

蒲・睡
すいれん

蓮まつり
　期  6月21日（日）までの
　　 9：00～17：00
●なるほど園芸講座
　日 6月21日（日）10：30～11：30
　講  大坪孝之さん（日本梅の会会長）
●キラキラ☆七夕まつり
　期  6月27日（土）～7月5日（日）

上府中公園
上府中公園管理事務所�☎︎42-5511
● 湘南オーガニックファーマーズ

マーケット
　日  6月13日（土）・20日（土）、7月4日

（土）10：00～13：00
　※荒天中止
●おもちゃ作り教室
　日 6月21日（日）、7月5日（日）
　　 10：00～12：00、13：00～15：00
　場 親水広場　
　対 小学生以下
　費 100～400円（材料費）
　　 ※ 作るもので金額が異なります。
　※雨天中止
● カミイチ（かみふなか

クラフト市）
　日  6月27日（土）
　　 10：00～16：00
　※荒天中止

▲カミイチ
　Facebook

こども・子育てこども・子育て

こどもの読書会
 申込  小田原駅東口図書館

☎︎20-5577
小学生同士でお薦め本を持ち寄り、
交流します。
日 7月4日（土）11：00～12：00
場 小田原駅東口図書館
対 �小学生20人・申込先着順
持 お薦め本1〜3冊
申 �6月17日（水）9：00

から直接、電話また
は申込フォームで

あそびのひろば
 ID  P39633 � 子ども若者支援課

☎︎46-7025
日 7月30日（木）10：00～11：30
　 （受け付け9：45～）
場 保健センター2階和室
内 親子ふれあい遊び講座、育児講話
対 �令和7年11月～12月生まれの赤

ちゃんと親10組・申込先着順
持 �母子健康手帳、バスタオル、おむ

つ、ミルクなど
申 �6月30日（火）〜7月28日（火）に、電

子申請システムで

ママパパ学級
 ID  P01994 � 子ども若者支援課

☎︎46-7025
妊娠・出産・育児について学ぶ講座です。
●新生児の1日の生活（沐

もく

浴体験 他）
　日 ①6月25日（木）②7月21日（火）
　　 13：30～
　場 保健センター2階集団検診室
　対 �妊娠20週以降の妊婦とパート

ナー（妊婦のみも可）各回12組
程度・申込先着順

　持 �母子健康手帳、筆記用具、エプ
ロン、バスタオル1枚、沐浴布・
沐浴用ガーゼ各1枚、ベビー肌
着・ベビー服2枚ずつ、ぬれたも
のを入れるビニール袋

　申 �①6月18日（木）②7月14日（火）
までに、電子申請システムで

●妊娠・出産の流れと栄養のお話
　日 7月10日（金）13：30～
　場 保健センター2階集団検診室
　対 �妊娠20週以降の妊婦とパート

ナー（妊婦のみも可）・20組程度
　持 母子健康手帳、筆記用具
　申 �7月3日（金）までに、電子申請シ

ステムで

▲申込フォーム

電子申請システムで「子ど
も若者支援課」と検索▶︎

電子申請システムで
「ママパパ」と検索▶︎

ドッジボール教室
体育協会 ☎︎38-3310

前期と後期の2コース、各3回の教室
日 �①前期　�7月28日（火）・29日（水）・

30日（木）9：30〜11：30
　 �②後期　�8月25日（火）・26日（水）・

27日（木）9：30〜11：30
場 小田原アリーナメイン・サブアリーナ
対 �県西地域在住の小学生各コース

70人・申込先着順
費 各コース2,000円（傷害保険料含む）
講 �本田浩一さん（日本ドッジボール

協会A級講師）
申 �6月23日（火）8：30〜

①7月10日（金）②7月
31日（金）までに、ホー
ムページで

関 スポーツ課

ドッジボール大会
体育協会 ☎︎38-3310

日 7月31日（金）受け付け8：45
場 �小田原アリーナメインアリーナ
内 �低学年の部（1〜3年生）、高学年の部

（4〜6年生）の2部制で10人1チーム
を編成　※団体申し込みのみ。

対 �県西地域在住の小学生・低学年の
部12チーム・高学年の部20チー
ム・申込先着順

費 1チーム6,000円（傷害保険料含む）
申 �6月23日（火）8：30〜7月5日（日）ま

でに、代表者がホーム
ページから申し込み、
3日以内に参加料と
参加者名簿を小田原
アリーナ窓口へ直接

関 スポーツ課

▲�体育協会
ホームページ

▲�体育協会
ホームページ

こどもと考えよう
「“キャリア”ってなんだろう？」

 ID  P39044 � 申込  中央図書館（かもめ）
☎︎49-7800

分かりやすい簡単なワークショップ
を通して「キャリア」や「将来なりた
い自分」について、親子で一緒に考え
ましょう。
日 �7月4日（土）①10：00～10：50
　 ②11：00～11：50
場 中央図書館（かもめ）2階集会室
対 �各回小学生12人・申込先着順
　 ※�1～3年生は保護者同伴、4〜6

年生は1人で参加可
講 田島智子さん
申 �電話または申込フォー

ムで
▲�申込フォーム

ジャガイモ掘ってカレーを
作ろう！

農政課 ☎33-1494
掘りたてのジャガイモを使ってカ
レーを作り、みんなで食べることで、
食事の楽しさを学びます。
日 6月20日（土）10：30～13：30
場 水之尾23番地
対 �幼児・小学生の親子10組・申込先

着順
費 1人当たり800円
申 �6月13日（土）までに、メー

ルまたはInstagramで
Ｅ �npococolomi@gm

ail.com
主 こころみ
関 農政課

▲�こころみ
Instagram

申込先着順で開始日の記載がない場合、 申込開始は6月10日（水） から 7おだわらいふ令和8年（2026年）　6月号　No.1286



抜き取ってお読みください

各種相談各種相談 保健センターからのお知らせ保健センターからのお知らせ

休日・夜間急患診療カレンダー
場 保健センター　持 マイナ保険証または資格確認書

「すこやか健康コーナーおだわら」
6月・7月健康相談会

 ID  P23410 �健康づくり課�☎︎47-4724
血圧、血管年齢、脳年齢、骨健康度、身
長、体重、体脂肪、握力の測定や相談
ができます（栄養相談日は要予約）。
栄養相談日には、みそ汁の試飲（数量
限定）と塩分濃度測定ができますの
で自宅のみそ汁をご持参ください。
日 6月17日（水）、7月1日（水）
　 ９：00～16：00
場 保健センター１階

まちなか健康相談（予約不要）
 ID  P29379 �健康づくり課�☎︎47-4723
保健師などによる健康相談や、栄養
士による栄養相談、測定（身長、体重、
足指力、血圧、血管年齢）を行います。
健診結果などをご持参ください。
日 6月9日（火）13：30～15：00
場 市役所2階談話ロビー

みんなで市民体操
「おだわら百彩」

 ID  P25379 �  申込 �健康づくり課
☎︎ 47-4723

小田原をイメージできる動きと、な
んば の動きを取り入れた市民体操

「おだわら百
ひゃくさい

彩」のレッスンをします。
日 6月17日（水）14：00～15：30
場 いそしぎ2階トレーニングルーム
定 15人程度・申込先着順
持 室内履き、飲み物、タオル
申 前日までに、電話で
※ 体操ができる服装でお越しください。

がん集団検診（申込制）
 ID  P26522 �  申込 �健康づくり課�

☎︎ 47-4724　FAX47-0830

場  ①いそしぎ②小田原アリーナ③
マロニエ④市役所2階談話ロビー
⑤けやき

申  電話、はがき、ファクスまたは市
ホームページ内の電子申請シス
テムで（申込先着順）

※ 時間や内容など詳しくは、健康カ
レンダーをご覧ください。

※ 乳がん検診は、マンモグラフィ併
用検診（今年度40歳以上の偶数歳
になる女性・クーポン
券をお持ちの41歳の
人が対象）です。

※ 胃がん検診は、胃がん
バリウム検診です。

保健所の相談と検査
 申込 �小田原保健福祉事務所

☎︎ 32-8000
●エイズ相談･検査
　日 6月18日（木）9：00～11：00
●医師による精神保健福祉相談
　日  6月11日（木）・16日（火）・23日

（火）、7月9日（木）
　　 13：30～16：30
●医師による認知症相談
　日 6月25日（木）13：30～16：30
●療育歯科相談
　日 6月25日（木）9：00～15：30
場 小田原合同庁舎4階
申 各前日までに､電話で
関 健康づくり課

検診日 胃がん※ 乳がん※ 子宮頸
けい

がん
①6月16日（火） ○ ○ ○
②　  24日（水） ○
③　  25日（木） ○ ○
④　  29日（月） ○
⑤7月 2日（木） ○ ○

▲ 電子申請
システム

●市民相談〈6月〉　 ID �P32283�　地域安全課�☎︎33-1383
　電話による予約について（一般相談は予約不要です）
　※ 法律相談は相談日の2週間前の日の8：30から、行政書士相談は相談日

前日の8：30～16：00、それ以外の相談は相談日当日の8：30から電話
で受け付けます（先着順）。

　※一般相談・心配ごと・法律は、祝・休日を除きます。
場 市役所2階地域安全課

一般相談 離婚、相続など、日常生活上
の一般的な相談

月～金
曜日

9：00～12：00
13：00～16：00

心配ごと 家庭や地域で困ったこと、
悩み事などに関する相談

毎週
月曜日

13：30～15：30
（受け付け14：00まで）

法律
（2週間前予約）

離婚、相続、多重債務など
の法律に関する相談

毎週
水曜日 13：30～16：00

人権擁護
嫌がらせ、名誉毀

き そ ん

損、プラ
イバシーの侵害などに関
する相談

9日（火） 13：30～15：30

司法書士
相続・贈与などの登記手続
き、成年後見、遺言書の作
成などに関する相談

11日（木） 13：30～15：30

税務
相続税・贈与税・譲渡に関
する所得税などの税金に
関する相談

16日（火） 13：30～15：30

行政 国・県・市への要望や苦情 18日（木） 13：30～15：30

宅地建物取引 不動産の売買など取引、
賃貸借などに関する相談 25日（木） 13：30～15：30

場 マロニエ2階集会室202

行政書士
（前日予約）

相続・遺言、成年後見、各種
許認可申請などの作成・手
続きに関する相談

20日（土） 14：00～16：00

●その他の相談　　　　　　　　　　　　  　　　  場 市役所各担当窓口
消費生活相談
 ID  P31297 
消費生活センター
（市役所2階地域
�安全課内）
☎︎33-1777

消費者トラブルでお困りの人（事業者は除く）からの
相談をお受けします。相談に当たっての留意事項は、
市のホームページをご覧ください。
日  月～金曜日（祝・休日を除く） 
　 9：30～12：00、13：00～16：00

若者に関する相談
 ID  P10571 
子ども若者支援課
☎︎46-7292

 社会生活や対人関係などについて悩む若者（30歳代
まで）やその親からの相談をお受けします。
日 毎週月～金曜日（祝・休日を除く）9：00～17：00
場  おだわら子ども若者教育支援センター・はーも

にぃ（久野195-1）

経営改善相談
 ID  P29883 
産業政策課
☎︎33-1757

各種制度の申請方法や経営計画・事業内容の見直し
など、中小企業診断士の資格を持つ専門家が市内の
中小企業の相談を無料でお受けします。
日 毎週水曜日（祝・休日を除く）9：00～17：00
対 市内で事業を営む人または企業

女性相談
 ID  P11082 � 申込 
人権・男女共同参画課
☎︎33-1737

夫や親しい男性とのトラブル（DV）など、女性からの
相談をお受けします（面談は予約制）。
日 月～金曜日（祝・休日を除く）
　 9：30～11：30、13：00～16：30

女性のための
キャリア相談
 ID  P31383 � 申込 
人権・男女共同参画課
☎︎33-1725

「再就職や転職したいけれど何から始めたらよいか
分からない」「職場の人間関係」などの悩みをキャリ
アコンサルタントと一緒に考えましょう。
日 月～金（祝・休日を除く）
　  9：00～12：00、13：00～16：00（対面、電話とも

事前の予約が必要です）
生活困窮者
自立支援相談
 ID  P18649 
福祉政策課
☎︎33-1892

「社会に出るのが怖い」「仕事の探し方が分からない」
「将来が不安」など、生活や仕事でお困りの人の相談
をお受けします（年齢制限はありません）。
日 月～金曜日（祝・休日を除く）
　 8：30～17：00

空き家相談
 ID  P36513 
都市政策課
☎︎33-1307

空き家の利活用に必要なリフォームについても専門
家と連携を図り、ワンストップで対応します。
日 月～金曜日（祝・休日を除く）
 　8：30～17：00

分譲マンション
管理相談
 ID  P12298 
都市政策課
☎︎33-1307

分譲マンション管理組合による規約見直し、大規模
修繕（長期修繕計画）など運営全般の相談などをマン
ション管理士がお受けします（事前予約制）。
日 第2金曜日13：30～16：30
対  市内分譲マンションの管理組合の役員・区分所有者など

●休日診療（日中）
　受け付け
　　 8：30～11：30（歯科9：00～）
　　13：00～15：30

内科、
小児科
耳鼻咽喉科

眼科 歯科

6月14日（日） ○  ○

21日（日） ○ ○ ○

28日（日） ○  ○

7月5日（日） ○ ○ ○

●準夜間診療　※内科・小児科のみ
　受け付け
　　平日 19：00～22：00
　　土･日曜日、祝・休日 
 18：00～22：00
●連絡先
　休日夜間急患診療所 ☎︎47-0823
　休日急患歯科診療所 ☎︎47-0825
　休日夜間急患薬局 ☎︎47-0826
●休日・夜間の急患への病院案内
　かながわ救急相談センター☎︎#7119
　消防署  ☎︎49-0119
●毎日、夜間の急患診療
　 毎夜間・当直医の診療科と小児科の診療　　　　　　　　
　市立総合医療センター 

☎︎34-3175

◆掲載されているイベントの情報は、5月15日時点の情報です。
◆各記事の詳しい情報は、市ホームページからご確認いただくか、担当課にお問い合わせください。8 おだわらいふ 令和8年（2026年）　6月号　No.1286


